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は　じ　め　に

　平成２４年度から２５年度の２年間、千葉県博物館協会におかれた調査研究委員会では、「博物館・美術館
が地域にできること」というメインテーマの下、「協働・共生を目指して」というサブテーマにより活動
して参りました。
　このメインテーマは平成２０年度に設定され、以降、今年度まで継続しております。２２年度から２３年度
のいわば第２期では、「博物館・美術館が子ども達に何ができるのか」をサブテーマとしておりましたが、
今期、第３期においては博物館・美術館と地域住民・企業・大学・NPO等の地域を構成する各種の団体
が、相互に利益を得て行く活動を模索し、関係を構築して行くことを目指すという視点から、今期のサブ
テーマを設定いたしました。
　平成２４年度は、東京都日野市郷土資料館中山弘樹学芸員、芝山町立芝山古墳・はにわ博物館奥住淳係
長のご指導により、地域の市民団体や大学との連携に関する調査を行い、両氏の事例報告を中心に、「平
成２４年度千葉県博物館協会研究報告会」を開催いたしました。
　平成２５年度は、千葉経済大学地域経済博物館菅根幸裕教授、東京成徳大学日本伝統文化学科青栁隆志
教授、成田羊羹資料館宮内智調査役、和洋女子大学文化資料館駒見和夫教授等にご教示をいただき、大学
や企業の博物館の地域に対する活動、また、大学が博物館に何を求めているのかを考え、「平成２５年度千
葉県博物館協会研究報告会」でご発表いただき討論の場も設けました。
　この２年間の活動から、博物館等が地域の自然・歴史・文化をはじめとして今日に至るまでの情報を
収集し、市民・県民に発信し、「協働」して地域の活性化を図り、「共生」するという本テーマの重要性
と、深化させることの困難性を再認識いたしました。
　終わりに、この２年間当委員会の調査にご快諾をいただき、また、本誌にご発表を掲載させていただき
ました各位・各関係機関をはじめ、ご協力をいただいた多くの方々に感謝申し上げる次第です。

平成２６年４月　　

　　　　　　平成24・25年度調査研究委員会　　　　　　

理事　望月　幹夫（松戸市立博物館）　　　　　　　　　 
　　　清藤　一順（八千代市立郷土博物館）　　　　　　 

委員　奥住　　淳（芝山町立芝山古墳・はにわ博物館）　 
　　　尾﨑　　晃（千葉県立関宿城博物館）　　　　　　 
　　　菅野　泰久（船橋市郷土資料館）　　　　　　　　 
　　　宮下　聡史（八千代市立郷土博物館）（平成24年度）
　　　森　　竜哉（八千代市立郷土博物館）（平成25年度）
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１　はじめに

　平成２４年１１月３０日、平成２４年度の活動テーマに基づ
いて、地域との協働・共生を重視した取り組みをされている
芝山町立芝山古墳・はにわ博物館と芝山はにわ博物館を
調査研究委員会で訪問し、両館と早稲田大学文学部考
古学研究室主催「第３０回　はにわ祭記念合同企画展　は
にわと共に生きる町―殿塚・姫塚古墳調査の過去・未来
―」を見学し、事業内容をお聞きした。

２　芝山町立芝山古墳・はにわ博物館の概要

　昭和６３年に開館した町立の施設。千葉県内から出土し
た埴輪や古墳時代の生活や技術を分かりやすく展示。
　企画展では、はにわ祭ポスター、昭和３１年の殿塚・姫塚
古墳発掘の様子、最近行われた早稲田大学に殿塚・姫塚
古墳の測量調査成果を紹介。
　通常の入館料大人１名２００円。

３　芝山はにわ博物館の概要

　昭和３２年に開館した芝山仁王尊・観音教寺運営の施設。
葬列の埴輪として有名な殿塚・姫塚古墳出土埴輪（千葉
県指定文化財）をはじめ、周辺地域出土の埴輪を中心にし
た展示と仏教美術を中心とした展示がある。企画展では、
殿塚・姫塚古墳発掘の経緯や埴輪の保存と活用の取り組
みを紹介。通常の入館料大人１名６００円。

４　地域との協働・共生の取り組み

　企画展はその名からも分かるとおり、町の一大行事であ
る「芝山はにわ祭」が第３０回を迎えるのを記念しての開催
である。昭和３１年に早稲田大学を中心に地域住民が多
数参加して行われた殿塚・姫塚古墳の発掘調査の様子、
最近、早稲田大学によって行われたレーダー探査や測量な
ど最先端技術を使っての調査成果、成田空港建設問題で
揺れた町を一つにしようと始まったはにわ祭の歴史、３つ
テーマで展示が構成されており、主に昭和３１年の発掘調
査の資料を芝山はにわ博物館で展示し、最近の調査成果
とはにわ祭の歴史を芝山町立芝山古墳・はにわ博物館で
展示していた。
　地域の方 が々結束して行った昭和３１年の発掘調査と成

田空港問題揺れた町を一つにしようとして始まったはにわ
祭、この２つに共通していることは、地域の一体感であり、
そこに主題が置かれていることが展示からも伺い知ることが
できた。企画展図録から文章引用させて頂くと「殿塚古墳
に降臨する国造とその一族が、現代に生きる人 を々諌め、
古代の知恵を授けるストーリーで祭は展開する。殿塚・姫
塚古墳の発掘によって地域がまとまり、人 の々心が一つに
なった経験とその記憶が芝山町の住民にとっていかに大切
だったのかがわかる。これは、地域が一丸となった発掘プ
ロジェクトという歴史的な過程を経て、両古墳に付与され、
二次的に創出された文化財の新たな価値である。」とあり、
地域がまとまるシンボルとしての殿塚・姫塚古墳に最新の調
査成果を付加することで、地域の方 に々両古墳の歴史的
意義を理解していただくだけでなく、町全体の一体感を醸
造していくことを目的とした企画展であることが伺えた。
　この報告でお金の話をするのもどうかと思うが、運営母
体や入館料が違う二つの館が企画展に限り統一入館料大
人２００円で両館とも観ることができるという内容であった。
入館料など金銭面や人的負担での折り合いをつけることが
運営母体の違う団体が合同で何かを進めていく上で最も
難しい問題の一つであると思われ、それをクリアし、企画展
を開催できたことは両館の方 の々並 な々らぬ努力と地域へ
の思いがあってこそ実現できたことだと感じられた。
　成田空港問題など町が抱える特殊な事情はあるが、近
隣の２つの博物館と大学が手を携え、地域住民の多くが
関わった古墳の発掘調査についての企画展を合同で行い、
地域住民の連帯感を強めるため、地域の活性化のために
貢献しようという博物館
の取組は、博物館・美
術館が地域や大学との
協働・共生を目指す上
での一つのモデルとなる
のではないかと感じられ
た。
　最後になりますが、見
学を受け入れていただ
きました両館に改めて御
礼申し上げます。

平成２４年度視察報告

視察１　芝山町立芝山古墳・はにわ博物館、芝山はにわ博物館合同企画展
船橋市郷土資料館　菅野　泰久
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１　はじめに

　千葉県博物館協会調査研究委員会では、平成２２・２３
年度に東京都三多摩公立博物館協会と「博物館が地域
にできること～子どもたちのために～」をテーマとす
る合同研究を進めてきた。
　今回の視察もその実績と交流をふまえて、実施され
ることとなった。

２　日野市郷土資料館の概要

　東京都日野市は、東京都のほぼ中央に位置し、多摩
川や多摩丘陵の自然に恵まれ、甲州街道の宿場町とし
ての歴史をもち、現在は人口１７万８千人を擁する住宅
都市として発展してきた。日野市郷土資料館は、平成
１７年に日野市ふるさと博物館から名称・所在地を変更
して、市教育センター、中央公民館高幡台分室と同じ
建物（旧小学校校舎）を利用して開館している。資料
館では、歴史・民俗・自然の各分野の調査研究・展示
を行い、①地域に密着した博物館活動の展開、②市民
の自主的な調査研究活動を支援、③市民と連携して市
民参加型の博物館活動を強化、④デリバリー博物館や
体験学習などを積極的に展開、⑤子どもから大人まで
の全ての世代に親しまれ、ふるさと日野への認識と愛
着深めてもらえる情報の提供を活動の基本方針として
いる。
　展示室は、民俗系では、昔の道具や農具など、自然
系では、動物や植物の標本などを中心に展示されてい
る。
　企画展は、毎年５回程度実施している。教育普及事
業では、古文書講座などの連続講座、エコライフクラ
ブや竹取クラブなどによる体験学習による市民活動、
館外での出張講座や出張展示など幅広く行っている。

３　市民とともに取り組んでいる活動

　日野市郷土資料館の活動の特色としては、市民が調
査・研究・展示と様々な事業に深く関わっていること
が挙げられる。主な活動としては、幻の大寺院「真慈
悲寺」を探る、日野市５０年のあゆみをたどる、勝五郎
生まれ変わり物語探求調査、七生丘陵の自然とくらし

探訪、日野市域の古文書調査など多岐にわたる。
　調査研究委員会で視察した際には、このうち幻の大
寺院調査の会の活動記録をまとめたDVDを視聴させ
ていただいた。それにより、会では関係する資料や遺
跡の調査のほか、雨ざらしになっていた石造物を守る
ため屋根をつけたり、地蔵の笠が落ちたのを上に乗せ
て修復する作業を会員同士で行うなど、充実した活動
をしていた。会員には様々な職種や経歴の方々がいて、
そうした知識や技術が事業に活かされていることもあ
り、意欲的に参加している様子が伺えた。

４　視察を終えて

　このように、日野市郷土資料館では市民参加による
事業が多彩で、しかも地域の特色にあった内容をテー
マにして活発に行われている。資料館は、旧校舎を使
用している関係で、団体の活動場所を確保できるとい
う利点もある。
　また、こうした市民活動を支えるために、担当して
いる学芸員が参加者の意向をくみながら運営に関わっ
ているとのことであった。そして、市民活動もボラン
ティアとして労働力の提供だけでなく、調査研究でも
資料館と市民との協働が成り立っている例もある。市
民活動は、会員により会への関わり方や求めるものが
多様であるなかで、コーディネートする学芸員の役割
が重要になってくることを改めて認識することができ
た。

　

視察２　日 野 市 郷 土 資 料 館
芝山町立芝山古墳・はにわ博物館　奥住　　淳
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平成２４年度千葉県博物館協会研究報告会

名　　　称　　平成２４年度千葉県博物館協会研究報告会

テ　ー　マ　　「博物館・美術館が地域にできること－協働・共生を目指して－」

主　　　催　　千葉県博物館協会調査研究委員会

日　　　時　　平成２５年３月１５日（金）　午後１時３０分～午後４時３０分

会　　　場　　千葉県立現代産業科学館　研修室

内容・日程　　
開 会 挨 拶　　千葉県博物館協会会長　上野　純司（千葉県立中央博物館館長）
　　　　　　　千葉県立現代産業科学館長　石井　　暁

報　告　１　　日野市郷土資料館の歩みと課題　～市民参加を中心に～
　　　　　　　　　　　中山　弘樹（日野市郷土資料館学芸員）

報　告　２　　地域と協働・共生する博物館活動を目指して
　　　　　　　　～第３０回はにわ祭合同企画展「はにわと共に生きる町」をとおして～
　　　　　　　　　　　奥住　　淳（芝山町立芝山古墳・はにわ博物館学芸員）

質疑・討論　　パネラー：中山　弘樹・奥住　　淳
　　　　　　　司　　会：尾﨑　　晃（千葉県立現代産業科学館主任上席研究員）
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はじめに

　初めまして、日野市郷土資料館の中山と申します。
元々埋蔵文化財担当として本庁に約１０年おりまして、そ
のあと資料館に異動して７年になります。本日は、日野
市郷土資料館で開館以来取り組んで参りました、市民参
加・連携事業について、どうしてこういった活動を始めた
のか、また今日に至る経緯などを中心に一学芸員として
の私見もまじえながら、ご報告いたします。
　日野市ですが、東京のヘソのような位置にございまし
て、犬の顔のような形をしております。面積が２７．５３㎢、
台地と丘陵の間に沖積低地が広がり、多摩川と浅川が流
れるといった土地です。考古学の側面からは、落川・一
の宮遺跡や南広間地遺跡などが有名です。現在、人口
は約１７９，０００人弱ですが、開発の進展もあり、まだまだ増
加の傾向です。
　では、レジュメによる説明に加え、具体的な事例は写
真・DVDを用いて進めていきたいと思います。

１　郷土資料館の概要

　当資料館は市の直営施設で、博物館法上は、博物館
類似施設です。もともと郷土資料館の前身は、日野市ふ
るさと博物館でございます。日野市神明４丁目に占有施
設を持ち活動していました。２００５年４月に日野市郷土資
料館と改称の上、日野市程久保にある旧小学校建物に移
転しました。日野市ふるさと博物館が入っていた建物は
日野市立新選組のふるさと歴史館となり、市長部局による
観光施設として運営されています。
　郷土資料館としてスタートする際には、博物館活動の
後退を懸念する関係者による大きな議論がありまして、さ
らには市民の間でも、様 な々問題提起や意見表明のあっ
たことはご存じの方 も々いらっしゃると思います。
　さて、郷土資料館の移転先の旧小学校校舎は、教育セ
ンター、公民館高幡台分室も設置された複合施設です。
郷土資料館として、展示収蔵スペースを３教室分、体験
スペースとして元の給食調理室１室、事務スペース１教
室、資料書庫が２教室となっています。展示収蔵スペー
スについては、３部屋すべての外壁窓部分に遮光フィル
ム・遮光カーテンを取り付けてはいますが、黒板等を撤去
し、エアコンも設置したのは１部屋のみにとどまります。

書庫等はまったく改修していません。
　郷土資料館に移転した当時、私は本庁で埋蔵文化財
に関わっておりましたので、やや冷静に振り返ることがで
きますが、当時直接かかわっていた職員や市民の方 に々
は、非常に無念の感があったと思います。
　なお、元の博物館には温湿度管理された収蔵庫が３
室ありまして、そこには郷土資料館がふるさと博物館時代
から収蔵している資料、都指定文化財も含みますが、そう
した資料は、市長部局との当初の取り決めで共同利用し
ています。また、郷土資料館の特別展は年１回、秋季に
行いますが、会場には新選組のふるさと歴史館の展示室
の一部を使用しており、これについても当初の取り決めと
なっています。
　当資料館の職員構成は、事務職３名・専門職５名で
す。事務職は館長、係長、再任用職員（週４日勤務・元
館長）で、専門職は正規学芸員２名（内１名育児休暇中
で臨時職員による代替）、非常勤学芸員２名（週４日勤
務）、市史編纂に関わった非常勤職員１名（週４日勤務）
となっています。再出発後、今日に至るまでに、非常勤
学芸員、事務職の再任用職員が各々１名増員されていま
す。

２　量的な指標

　予算規模は、２００６年、新スタートの２年目ですが、人
件費を除くと６，６２５，０００円弱でした。２０１１年（平成２３年
度）の決算を見ると、市財政が厳しい状態の中で
１２，０００，０００円と倍に近い状況まで持ち直してきました。
　年度別利用者数ですが、平成１４年～１６年までがふる
さと博物館時代の入館者数になります。平成１７年以降は
入館者のみではなく、利用者ということで様 な々事業に関

報告１　日野市郷土資料館の歩みと課題～市民参加を中心に～
日野市郷土資料館学芸員　中山　弘樹
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わった全ての人数をカウントして集計しております。１４年
～１６年については、入館者のみで講座受講者は含んで
おりませんが、それを加えても２割増えるということはない
と思います。平成１４年の１６，０００人位が、特別展を含めて、
ふるさと博物館時代の通常時のマックスとなります。平成
１５年には３万人弱、１６年には５万人弱の入館者がありま
したが、これはかなりイレギュラーなケースで、新選組の
特別展を開催したことによります。
　平成１７年以降、不利な立地条件や貧弱な施設という劣
悪な状況の中、とにかく利用者を増やすために、「１担当
者１事業」というモットーで、利用者数をほぼ唯一の活動
成果の指標として頑張ってきた時期がありました。
　たしかに、金沢市の二十一世紀美術館館長を務めた
箕輪さんの話などを聞くと、とにかく集客の重要さをおっ
しゃっています。もちろん、利用者の増加は良いことです
が、学芸員の立場としては、博物館という「場」で、どのよ
うな経験をしたのか、その質と利用者数の積分で評価し
たいのですが…。
　とはいえ、この点は指標化が困難なため、本日は入館
者数をグラフ化するのみにとどめます。
　課題としては、平成２０、２１年あたりをピークに利用者数
が少し減少に転じたことが挙げられます。私を含め、育
児休暇の取得などで、正規の学芸員の１名が欠けると
いった状況か常態化し、マンパワー的にかなり厳しいこと
も一因です。
　次に類型別の利用者数（平成２３年度）です。展示室は、
受付職員がいないので、入館者自らの申告に基づく数字
です。実際にはもっと多いはずです。秋季の特別展の観
覧者あるいは講演会等の関連行事参加者が４，０００名弱、
併せて６，０００名なので、利用者総数の約半分程度が展示
利用者となります。一方、本日の本題である市民が様々
な形で関わっている各種活動への参加者は、４，６１４名で
した。次に、小中学校への出張授業、団体見学、各種イ
ベント・体験学習講座を利用した方の合計が２，２１１人。

３　郷土資料館としてのミッション

　郷土資料館として再出発するにあたり、どういう形で事
業を進めていこうかと整理した際に、条例等で明示した
わけではありませんが、大きくは①地域密着型・住民参加
型でいこう、さらに②行動する博物館をめざそうということ
が職員の間で共有されています。地域の歴史・民俗・自
然についてテーマを設定し、その調査活動や成果の展
示・普及活動を、住民の皆さんと進めていく。ただ施設の

中で待っているのではなく、目にみえる活動を地域の中
で展開していこうというミッションです。
　アクセスに難のある立地や貧弱な展示資料・施設で、
従来通りの活動を展開していたのでは、先行きの不安が
あります。一方で、博物館に大きな期待をかけてくださる
市民もいらっしゃる。自分の暮らす地元のことをもっと「知
りたい・学びたい」という人 の々意欲に、どう応えていくの
か。こうしたことを踏まえて、前述のミッションをたてて再
出発しました。
　イメージ図で説明しますと、これがふるさと博物館時代
ですが、博物館がコアにあるとして、観覧者は年に１回
来館されるかどうかですが、リピーターであったり、地域
の資料学習に参加するという方はそれほど多くない。や
や語弊がありますが、「親衛隊」がいないという状況です。
リピーターや調査参加者、博物館が自分達の生活にとっ
て欠かせない存在であるという人 を々どれだけ増やして
いくのか、そこに生き残りをかけるという戦略でいきました。
それにあわせて観覧者が増えていけばいいという狙いも
ありました。

４　市民参加・協働の事業展開

　資料館になって、新たに組織した市民活動グループで
すが、職員一人一人が１事業を担うという目標で動き始
め、年に数事業ずつ増やしていくという形で増えていきま
した。そのグループの詳細については、お手元の資料に
なります。資料館になる前から、連携していたグループも
ありますが、加えて配布資料にあるグループを立ち上げ
たということになります。
　体験系あるいは技術伝承系としては、平成１７年に「エ
コライフクラブ」、「竹取クラブ」（メカイ作りの技術継承）。
翌年には民具を自分たちで修理して活用できるようにした
い、という方々が相談にみえましたので、「程久保ボラン
ティア」としてやっていただいています。
　調査研究系については、資料館スタッフと一緒に調査
研究して、その成果を特別展として展示していこうという
のが大前提です。テーマ設定は資料館が行ない、参加
を呼び掛けて、応募した方 を々グループ化しています。
調査研究、展示に留まらず、文化遺産や自然遺産等を広
く地域の方に訴えて、守り伝えていく、あるいは活用まで
広げていこうという視野のもとに、活動の地平は広がって
きています。平成１８年「幻の真慈悲寺調査の会」、「勝五
郎生まれ変わり物語探求調査団」が産まれ、翌年「七生丘
陵調査団」、平成２３年に「日野市のあゆみ５０年を調査す
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る会」設立という具合です。詳細は、本日の冊子をご覧
下さい。
　なお、ここではボランティアという言葉を使っていますが、
「ただ働き」ということではなく、「学び」という契機を媒介と
した協働者として捉えています。博物館も何か得ることが
あり、参加された方も得るものがあれば良いというwin－
winの関係を作りたいと思ってやっています。

５　市民参加・協働事業の実際

　では、具体的にどういったことをやってきたかと言いま
すと、担当職員を決めて、参加を呼びかけます。市の広
報であったり、独自のチラシをつくって、社会教育施設で
置いてもらったり、職員が千枚単位のチラシを、ポスティン
グするといったことを初期のころはやっておりました。グ
ループの運営は、自主性を尊重し、資料館の職員はリー
ダーでも指導者でもありません。たとえば資料館として、
来年度こういう形で展示をしたいというたたき台を示して、
「皆さんどうでしょう」ということで、色 な々意見をいただき
ますが、なかなかまとまらず大変な思いをします。その中
でお互いの信頼関係を徐 に々作り上げ、最近は軌道に
乗っている状況です。
　いくつかグループを作り上げたというお話をさせていた
だきましたが、興味のある方は、いくつものグループに参
加し、熱心に活動されています。そういうこともあり、活動
日が重ならないように、工夫して設定しています。当初、
勤労者も参加できるように土曜日、日曜日に設定していま
したが、３０代、４０代の働き盛りの方が参加することは必ず
しも多くないという現実もあり、一部のグループは、平日を
主体にしている場合もございます。
　必要な経費については、委託費という形でお支払いし
ています。委託費を払うために必要だったということで、
グループ化している面もあります。ですが、自分はそうい
う組織は嫌いなのでという方もいらっしゃって、その場合
は緩い形で運営しています。
　それぞれのグループの中には様 な々方がいらっしゃい
ます。個人としてコツコツと研究を深め、その成果をみん
なに聞いてもらいたい、その上で情報交換したいという研
究志向の方もいれば、自分達の成果を展示・パネルにわ
かりやすくまとめて市民の方に広く見ていただきたいという
方、最新の研究成果に触れることが楽しいというのもあれ
ば、仲間での見学やフィールドワークの成果を見るのが楽
しいという方もいいらっしゃいます。グループに入ってくる
方も、入門レベルの方で少し興味があり参加したという方

もいれば、研究者レベルの方もいらっしゃって、幅が非常
にあり、どのように活動を展開すれば最大多数の最大満
足が得られるのか、なかなか大変です。関わった職員や
学芸員が一番苦労するのがこの点です。
　「エコライフクラブ」を除き、一度登録すると、再登録は
必要ないということで、年限等は設けずに終身活動で
行っています。７、８年立ちまして、お亡くなりになった
方が二人いらっしゃいます。お二人共、熱心に活動され
ていて、自分が関わった活動成果を印刷した冊子類を棺
に入れて欲しいというほどでした。
　次に、展示について触れます。毎年開催する特別展
や企画展では、テーマに応じて、それぞれに関わるグ
ループが、ジオラマをつくってみよう、映像をつくってみよ
うだとか、あるいは１コーナーを担当しようだとか、グラ
フィックパネルを作ってみるといったようにいろんなことを
やっています。特別展会場では、展示に関わったグルー
プの皆さんに、「生の声で解説ガイドをして下さい」とお願
いし、可能な範囲で協力していただいています。話し方
の上手下手ではない、全てがわからなくてもいい、ただ、
なにか自分が関わって得たことや自分の思いを、来館者
の方に伝えてもらいたいということでお願いしています。
ガイド活動を通し、来館者とのコミュニケーションによって、
新しい情報が得られるということもあります。
　特別展や企画展とは別に、出張展示にも取り組んでい
ます。京王線高幡不動駅のコンコースでは年に１回、パ
ネル展を開催しています。この場所の利用については、
自分達の成果を展示し、より多くの方 に々知って頂きたい
と、「七生丘陵調査団」のメンバーが開拓されました。管
理会社と交渉して１ヶ月間（平成２５年以降３週間）無料
で借りています。
　「七生丘陵調査団」では、今年度はこんな展示を行うと
して決定したら、独自に取材しデータを集約し、B１やB
２のパネル原稿を作成しています。中にデザインを仕事
としていた方がいて、レイアウトも見事です。平成２４年度
もパネル原稿３０枚全て自作し、館としては印刷製本費を
６０，０００円程度支出するのみでした。この際の、パネル展
のパネルを縮小プリントしたものです。どうぞご覧下さい。
　そういった活動以外に、館外においても、研究成果を
公表したいとして、研究雑誌等に投稿したり、自費出版に
近い形で成果を公表する方もいらっしゃる。

６　日野市郷土資料館の当面する課題

　個別のグループの活動についての詳細な事例報告に



－７－

入る前に、私たちがどういった課題に直面しているかまと
めておきます。
　今現在、かなりのグループをかかえており、率直に言っ
て今の職員体勢では、そのグループの活動に関わるだけ
で手一杯な状況で、何か新しい事業を展開していくには、
何かを整理しないと事業が回らないところです。
　次に、博物館の業務のバランスをどう見るかということ
ですが、我 の々活動は博物館学的にいうと、「第三世代の
博物館」というのでしょうか、たんに貴重な資料を展示す
るだけではなく、市民と共に事業を展開し、ひとを、まちを
育てていくのが主要な取り組みになる。それが表看板に
なりますが、収蔵資料の管理や新規受け入れ・整理等 と々
いった裏方仕事ではあるが、博物館の根幹をなす仕事は
どうするのか？業務バランスをどうとっていくのかということ
です。当館では常設展をやらずに、企画展で回しており
ますが、学芸員自身がその企画展の準備のために調査
研究に割ける時間もろくにない状況に追い込まれています。
そのあたりをもう一度見直す必要があります。
　今、「学芸員もコーディネーターになったり、プロデュー
サーになったりしなければならない」と盛んにいわれていま
すが、一方で我 が々そうしたことに専念してしまうと、誰が
資料の保存・管理の責任を取るのでしょうか？そのあたり
で、我々学芸員としてはコツコツと資料に向き合って整理
を進め、資料データ目録の充実を進めていきたいが、時
間をとれない状況です。
　市当局や外部から見ると、市民が活き活きと活動してい
るという表看板は評価を得やすいのですが、裏方作業の
予算や時間確保が学芸員に課された課題といえます。も
ちろん、そうした作業も一定の資格や経験を考慮して市
民と共に進めることは不可能ではないとは思います。現に、
近世以降の文書類の整理や翻刻は市民と共に進めてい
ます。とはいえ、そうした作業をほかの資料領域に拡大
するための方針や戦略策定自体も一仕事で、片手間で
は困難な業務です。
　それから、ICTの進展に伴い、デジタルデータの提供
を今後どのように展開していくのかということもあります。
これについても、機械的にデジタル化できるものは、どん
どんデジタル化し、画像としてはかなりの蓄積があります
が、属性情報を新たに付与していくことが中々進んでい
かない。市民から「風景写真を中心に、いつでも見られる
ようにしてほしい」という強い要望がありますが、対応しき
れていません。
　広報宣伝体勢の充実も課題です。諸グループのメン

バー、ふらっと展示を見にくる方、イベントに参加された方
等と話をしてみると、「すばらしい事業なのでもっと宣伝し
なさい」とお叱りをいただきます。市の広報や独自チラシ
の配布、ホームページでの情報発信、マスコミ等への情
報提供も行なってはいますが、必ずしもシステマティック
には取り組めていません。
　館設立から８年が経過しますが、これまでの歩みを総
括して、今後の歩みをとは思っていますが、今、日野市の
行革大綱の中で、来年度（平成２５年度）、市立新選組の
ふるさと歴史館との統合を実施する計画がでておりまして、
我 に々は具体的な話はまだありませんが、なにか動きがあ
る可能性もあり、市民の理解が得られるか懸念されるとこ
ろです。（補記　平成２５年度中の統合は見送られた。）

７　「事業評価」という壁

　近頃は何でもかんでも数値での評価を求められ、困っ
たものです。市民参加・協働を進め、地域博物館が「第
三世代」の博物館に生まれかわると、市民や当局が評価
してくれるのかというと必ずしもそうではありません。
　当館についていえば自己評価、協議会委員による評価
市の公募した市民委員による評価、市本部評価と何段階
もあります。
　悲しいことに市民評価と市本部評価で、「エコライフクラ
ブ」は「廃止」との評価を受けてしまいました。我 と々して
は、単に機械化が進む前の農業を追体験するだけでなく、
農をとおした営みのなかの生活技術や暮らしの知恵と
いったものを体験したり、伝承していくという視点で捉えて
いましたが、この意図が伝わらなくて、単に米を作ってい
るだけだとか、農業体験しているだけだとかのネガティブ
な評価になり、もうやめなさいという評価になってしまいま
した。
　これに参加している市民の方は立腹され、教育長に直
談判に及んだということです。郷土資料館の事業として
は廃止になりましたが、「エコライフクラブ」の運営にあたっ
ていた有志の方は現在サークルとして存続しています。
一昔前の農具を使って農に取り組むのみでなく、味噌作り、
豆腐作り、藁草履や正月飾り、どんど焼きなどに取り組ん
でいます。
　「幻の真慈悲寺調査」については、観光との結びつき、
里山ミュージアム等地域おこしに貢献するとアピールし、
なんとか事業継続の評価を頂きました。
　こうした一般市民や市当局による評価にどう対応してい
くか、マニュアルのようなものはありませんが、乗り越えて
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いく必要のある「壁」だと思います。
　（補記「勝五郎生まれ変わり物語探究調査事業」は、平
成２５年度の市民評価により「休止・廃止」判定を受けたが、
市の本部評価でその２つ上のランク「有効性・効率性を
改善」と位置付けられ、なんとか継続できることになった。）

８　事例紹介①～勝五郎生まれ変わり物語

　これは「勝五郎生まれ変わり物語探究調査団」のメン
バーが自分達で鳥取までの旅費を払って、調査に出かけ
ているところです。各地の研究者とも、資料館という媒体
があるので、自分達だけでは接点が作れなくても、接点
が出来たり、見ることが困難な資料も閲覧させてもらえたり
といったことがあります。これは特別展で展示するための
ジオラマを自分達で作っているところです。これは特別
展オープニングのセレモニーで関係者が挨拶をされてい
るところ。この展示は、新聞でも取り上げられました。
　実際に現地見学を行う場合には、市民の調査団の方が
ガイド役となります。高幡不動という大きなお寺があります
が、そこで講演会を開催すると，今までにない規模で、市
民の方が来聴に見えます。このお菓子ですが、資料館が
作るのではなく、近所の和菓子屋さんが便乗して売って
いるものです。着実にまちの中に、さらにはこのお話の関
係する八王子市での出張展示や講演会などへと広がりを
持ってきました。

９　事例紹介②～真慈悲寺の調査

　これは真慈悲寺という中世のお寺を調査するプロジェ
クトです。「吾妻鏡」に真慈悲寺がでてきます。百草八幡
神社の所蔵する重要文化財「阿弥陀如来坐像」の背中に
真慈悲寺と刻銘があって、お寺があるのはわかるのです
が、どこに所在したかが不明です。これについては郷土
資料館だけではなくて、まちおこしという視点もあり、全庁
的に取り組んでいこうとして、関係する自治会や資料所蔵
者、土地所有者等 と々プロジェクトを作って進めています。
豊かな緑の中に、歴史遺産が多数残っていることから、
他に代えがたいそれらの価値を確かめ、後世に伝えてい
く仕組みとして、里山ミュージアム構想も進めています。
このプロジェクトの実働部隊として活躍しているのが「幻
の真慈悲寺調査の会」とその周辺で活動している市民の
方 で々す。
　ここに写っているのは、ご存知の方もいらっしゃると思
いますが、都立大名誉教授の峰岸純夫先生です。中世
史の専門家ですが、ご自身も「一メンバー」としてこのグ

ループで活躍し、発掘現場でも熱心に掘っています。こ
の調査に関わる市民を募集するときはこういった要項をつ
くりました。見学会を行ったり、イベントも現地で行い、発
掘調査も毎年実施しています。
　これからは、映像でご覧下さい。これは、調査対象地
域の近世のお墓を自分達で文化遺産として守ろうと言うこ
とで、清掃をおこなっています。これは、墓石が壊れてい
て、それを調査団の自費で修復した際のものです。この
設計をした方は、今お回ししている分厚い本を書かれた
方で生化学の専門家です。なお、これだけだと雨が降っ
たら、また傷んでしまうかもしれないので覆い屋をかけよ
うということになりました。グループの中に１級建築士の
方がおりまして、その方の設計で建てています。これは
研究発表会の様子です。これは拓本をとっているところ
です。
　こうしたメンバーの中には、在職中は世間的に相当尊
敬を集めるような肩書きを持っていた方 も々多数いらっしゃ
います。しかし、みなさん、第二の人生はそうした過去は
脱ぎ捨てて、実にフランクかつフラットに、新たな友情を培
いながら、調査やその成果の発表、現地でのガイド活動
等をそれぞれの形で楽しみつつ展開し、自己の人生を充
実したものにされています。
　時間も限られますので、雑駁ですが、以上で事例報告
とします。

※　昨年度お招きいただいて行なった報告のテープ起こ
しをしていただいた原稿に、多少手を加えました。そ
のため、報告のとおりの内容ではありませんが、ご海容
ください。当日示した表やグラフ、また事例紹介につい
ては、紙面の関係で詳細に記すことはできませんでし
た。報告以後の動きについては、「補記」と明記して、
２０１４年２月２６日現在の事実をまとめました。
　　なお、報告者は、２０１４年４月１日より、日野市教育
委員会生涯学習課文化財係に勤務しています。
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　芝山町立芝山古墳・はにわ博物館の奥住と申します。
博物館の学芸員と教育委員会の文化財の業務を兼務し
ております。この千葉県博物館協会の調査研究委員会
の委員もやっておりまして、ちょうど平成２４年の秋に
第３０回はにわ祭を記念した合同企画展を開催しました
ので、その概要をお話させていただければと思います。
タイトルは「はにわと共に生きる町」といいます。ご
存知の方もあると思いますが、芝山町は「はにわ」を
テーマにして町おこしを行っています。それで３０回を
迎えるはにわ祭を記念して、この機会に祭を検証して
文化財を生かしたまちづくりにどうつなげていくか、
その再出発のきっかけにしたいということで企画しま
した。
　それでは、まず芝山町の紹介からしていきたいと思
います。芝山町は千葉県の北東部に位置しています。
もっとわかりやすく言いますと、成田国際空港の南に
隣接していて、空港を囲むように位置しております。
町は昭和３０年７月に二川村と千代田村が合併し町制施
行して誕生しました。町名は、明治元年に置かれた柴
山藩と芝山仁王尊で知られる観音教寺という有名なお
寺がありまして、それらにちなんで名付けられました。
人口は約８０００人です。合併したころは１２，０００人くらい
でしたが、成田空港問題などにより、人口は減少して
おります。
　それでは、次に芝山町が古墳とはにわの町として町
おこしをするようになった経緯をご紹介します。昭和
３１年になりますが、芝山町と隣の横芝光町、当時は横
芝町になりますが、その境に殿塚・姫塚という古墳が
ありまして、地籍は横芝光町になります。ただ、殿塚
古墳の地権者が芝山町の住民でありましたので、観音
教寺の濱名徳永住職の発案で、早稲田大学の考古学研
究室が発掘調査を行ったところ、はにわが列をなして
出土して、葬列のはにわと呼ばれるような発見があり
ました。この発掘は、観音教寺が主導して早稲田大学
が行ったのですが、芝山町や横芝町の地元の方々が協
力して、地域ぐるみの発掘のような形で現場が支えら
れていました。出土したはにわも大型で造形美にも優
れていましたので、昭和３３年に古墳は国指定史跡に

なっています。殿塚古墳は、全長８８mの前方後円墳で
二重周溝をもっていて、６世紀半ばの築造とされてい
ます。姫塚古墳は、全長５８．５mの前方後円墳でやはり
二重周溝がありまして、６世紀後半の築造とされてい
ます。殿塚・姫塚という名称は、後世の人々が仲良く
並んでいる塚の大きい方を殿、小さい方は姫と言うよ
うに見立てたことによると思われます。造形美あるは
にわが列をなして出土したのは、姫塚になりまして、
はにわが立てられていた原位置で発見されたことで有
名になりました。武人のはにわには、高さ１６０センチ
を超えるものもあり、大きさでも日本で有数と言えま
す。他には、馬子のはにわ、巫女のはにわ、農夫のは
にわなどが出土しています。
　次に、芝山仁王尊を紹介いたします。正式には天応
山観音教寺福聚院と言います。奈良時代の７８１年に藤
原継縄により創建されたと伝えられる天台宗の古刹に
なります。中世には千葉氏の祈願寺、近世には火事・
泥棒除けの祈願寺として庶民の信仰を集めました。成
田山とともに各地から参拝され、昭和３０年代までは門
前に旅籠もありました。千葉県指定有形文化財の三重
塔もございます。本堂の横には、観音教寺で運営され
ている芝山はにわ博物館がありまして、殿塚・姫塚か
ら出土したはにわは、こちらに展示されています。今
回の合同企画展は、観音教寺のはにわ博物館、私ども
の町立の博物館、それから発掘を行った早稲田大学の
考古学研究室との共催という形で行わせていただきま
した。
　このように、芝山町がはにわの町として有名になっ
たのは、観音教寺の発案による発掘が出発点になって

報告２　地域と協働・共生する博物館活動を目指して
～第３０回はにわ祭合同企画展「はにわと共に生きる町」をとおして～

芝山町立芝山古墳・はにわ博物館学芸員　奥住　　淳
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います。もう一つ、芝山にとって特殊な事案がありま
して、それが成田空港問題になります。これが、はに
わを活かしたまちづくりとリンクしていきます。羽田
空港の容量が限界に近づくなか、政府は昭和４１年に突
然、成田市三里塚に新国際空港を建設することを決定
しました。これに対して、地元では激しい反対運動が
起こり、芝山町も長く混乱が続くことになりましたが、
昭和５３年５月２０日に新東京国際空港として開港となり
ました。こうした事態に対して芝山町では、鉄道延伸
や騒音対策など十一項目の要望を国と空港公団に提出
しました。開港後は、空港問題の解決に向けて、国と
空港公団と反対派の間でシンポジウムや円卓会議が開
催されるようになり、地域社会と空港の「共生」を目
指すようになったという経緯がございます。現在では、
より踏み込んで「共栄」という理念で空港と町の関係
を模索しているところです。
　成田空港の場所ですが、下総台地の真ん中でちょう
ど分水嶺のところにあります。宮内庁の御料牧場もあ
りました。一方で明治時代、あるいは戦後にかけて、
開拓によって農地となったところです。移住してきて
苦労して開拓をしてきた方々にとっては、その土地を
急に奪われることになったことが、反対運動につな
がっていきました。反対運動は、ちょうど学生運動の
時代と重なったこともあり、死傷者も出る深刻な事態
となってしまいました。また、芝山町は、騒音の影響
も多く、町の７割の地域で騒音下にある状況です。
　そして、はにわ祭についてですが、こうして空港問
題で割れていた町をもう一度一つにしようと町民の発
案で始まった祭になります。空港建設をめぐって町内
が賛成と反対で最も対立していた頃に町議会議員を務
めていた伊藤髙夫さんという方がいらっしゃって、空

港問題で暗いイメージの町を払拭して町民が心を一つ
にできるものを探しました。そこで、自分が文化財に
関心をもっていたこともあって、殿塚・姫塚古墳出土
のはにわに注目して、古墳時代の生活を再現すれば観
光客を呼ぶこともできるし、町民には、かつて時代の
最先端を行く文化を誇っていたことを知ってもらい、
自信と誇りを持たせられると考えたのです。
　伊藤さんは、服飾研究家の小堀栄寿さんの協力をい
ただいて、自費で古代人の衣装の復元を試みました。
文献や資料をたよりに推定して作業を進め、当地を治
めていた豪族とその奥方の衣装を再現しました。衣服
の材質は麻を用いて、冠、勾玉、耳飾り、腕輪、刀剣
などの装飾品も揃えました。現在では私どもの博物館
で展示させていただいております。
　その後、昭和５６年に、濱名住職など７名の町民有志
が集まって、農業文化博覧会企画推進委員会というの
を開きました。この委員会では、町の活性化には博覧
会の誘致が必要と考え、そのために古代衣装の行列を
中心に「はにわ祭」を行い、芝山の古代文化を全国に
PRしてはどうかということを考えました。そして、
翌年の１月に衣装の復元を開始し、５月に「はにわ祭」
のネーミングを決定し、９月には町議会の後援と補助
金が決定し、商工会など各種団体の協力も得られるこ
とになりました。祭の監修は、殿塚・姫塚古墳を発掘
した滝口宏早稲田大学教授にお願いして、出土した埴
輪に基づいた儀式の考証などのアドバイスを受けまし
た。こうして、昭和５７年１０月３１日、国造夫妻と４３名分
の古代衣装を揃えて第１回のはにわ祭が開催されまし
た。祭では、いくつかの場所を舞台にして、儀式を
行っていきますが、その儀式をとおして厳しい大自然
の中、物質的には貧しかったけれども心豊かに力を合
せて生き抜いた古代人を見直し、人のつながりを取り
戻し町の活性化と融和を目指すストーリーになってい
ます。
　儀式は、殿塚・姫塚に古代人が降臨してくる「降臨
の儀」から始まります。これは、古事記の記す天の岩
戸開きになぞらえて、古墳の石室の開扉を祈り、当地
方開拓の祖である武射国造の一族が殿塚・姫塚に出現
し、国造から御託宣を受けるというものになります。
殿部田のお囃子の伴奏で巫女の舞が披露されます。次
は、「交歓の儀」で、観音教寺境内に古代人の来臨を
仰ぎます。僧侶による歓迎法要があります。続いて、
メイン会場の芝山公園に移ります。ここでは、まず

芝山はにわ博物館展示風景
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「行列の儀」が行われて、古代人が勢揃いして会場を練
り歩きます。古代人には地元の小中学生が扮していま
す。町内子ども会による手作りの子どもはにわみこし
も登場します。続く「歓迎の儀」では、古代人歓迎の
ため現代人によるアトラクションが催されて、巫女の
舞と白桝粉屋踊りが披露されます。最後の儀式が「昇
天の儀」で、現代人の見守る中、古代人はメッセージ
を残し、明年の再開を約束してかがり火の中、静かに
昇天していきます。
　そして、このはにわ祭は平成２４年にちょうど３０回目
を迎えましたが、平成２３年には、殿塚・姫塚を調査し
た早稲田大学の考古学研究室に新しく着任された城倉
正祥先生から、芝山町周辺の古墳をフィールドとして
再調査をしていきたいとの申し出がありまして、芝山
町高田２号墳の測量調査や学術調査を行っていました。
また、平成２４年には、殿塚・姫塚古墳の測量調査・レー
ダー探査を実施しましたので、その成果をはにわ祭３０
周年に合わせて発表して、さらに過去の調査成果を今
一度振り返って再検証しようということになりまして、
町立芝山古墳・はにわ博物館、発掘を主導しはにわを
所有する仁王尊の芝山はにわ博物館、早稲田大学で協
働し合同企画展として実施することになりました。そ
の際に、殿塚・姫塚の正式な発掘調査が未刊行という
こともありますので、併せて出土遺物や図面、当時の
発掘関係資料を再整理していくことにいたしました。
　そして、今回の企画展がどこまで協働できていたか
といいますと、難しい面もあったのですが、行政、民
間、大学の三者による企画展ということで進めてまい
りました。それぞれの館と大学を紹介しますと、私の
勤務する芝山町立芝山古墳・はにわ博物館は、昭和６３
年に開館して、房総の古墳とはにわをテーマとして、

主に千葉県内から出土したはにわや古墳時代の生活や
技術を紹介する展示をしております。また、私は教育
委員会の文化財担当として殿塚・姫塚古墳を管理や活
用を考えていくという立場もありますので、そういっ
た面でも何かできないかなと考えていたところです。
次に芝山はにわ博物館は、観音教寺の博物館ですが、
昭和３２年に開館されまして、殿塚・姫塚古墳出土埴輪
を保存、管理していくという立場になります。早稲田
大学は、調査主体者という立場になります。このよう
に、それぞれの立場、課題があるのですが、それを協
働によって一つ前に進めるというきかっけになればい
いなという思いで進めていった企画展になります。
　それで、企画展では、殿塚・姫塚古墳を再発見する
ために、あるいは文化財としての価値をどうやって高
めていくかということで、４つの視点を定めました。
１つ目は、殿塚・姫塚は地元住民の協力で行われた発
掘調査で、調査を担当された早稲田大学の滝口宏先生
のご意向もあって、遺物も現地で保存されることに
なったこと、２つ目に、空港問題で割れた町を一つに
するために、はにわという文化財が活用されたこと、
地域のシンボルとしてのはにわに光を当てること、３
つ目は、はにわ祭の意義を再確認して、どのように地
域の活性化につなげていくか、４つ目がはにわ祭を地
域住民を巻き込んだ形で、いかに次世代へつないでい
くかということを考えました。
　続いて、企画展の概要を紹介いたします。タイトル
は、「はにわと共に生きる町―殿塚・姫塚古墳調査の
過去・未来―」になります。会期は、平成２４年１１月３
日（土）～平成２４年１２月２日（日）、会場は芝山町立
芝山古墳・はにわ博物館と観音教寺の芝山はにわ博物
館になります。この両博物館は、歩いて５分くらいの
ところにあります。展示の手法が違いますので、それ
ぞれはにわについて違った見方ができますが、一方で、
一度に見られないという面もございます。主催は、芝
山町立芝山古墳・はにわ博物館、芝山はにわ博物館、
早稲田大学文学部考古学研究室の合同です。
　展示の内容ですが、第Ⅰ章は、「古代の神々が町を救
う―はにわ祭り３０年―」ということで、成田空港問題
とはにわ祭のはじまりを紹介していまして、私が担当
いたしました。はにわ祭の第１回から第３０回までの全
ポスターも展示することができました。はにわ祭では、
写真コンクールをやっていまして、最近では、その優
秀作品がポスターのメインに使われています。第２章

合同企画展示風景



－１２－

は、「地域を総動員せよ！―殿塚・姫塚古墳の調査の
開始―」というテーマで、昭和３１年の発掘調査の経緯
や当時の様子を紹介しています。この章以降は、早稲
田大学で展示を担当いたしました。発掘の経緯につき
ましては、当時２７歳であった観音教寺の濱名住職が、
近くに大きな古墳があるので、これを調査してみよう
と考えられて、ご出身の大正大学の古江亮仁先生に相
談されまして、早稲田大学の滝口先生をご紹介いただ
いたとのことです。その時の古江先生が濱名住職を紹
介するために持たせた名刺も展示しています。他には、
発掘調査の状況を回顧する内容ですので、発掘に関わ
る資料や写真が主な展示資料になります。発掘調査当
時の写真は、大学と観音教寺の両方に残されていまし
たが、今回これらを再整理することができまして、新
しく見つかった写真もございました。はにわの出土状
況がわかる写真も多いですが、石室の調査を住民が取
り囲んで見学している様子や見学者の自転車を整理す
る青年団の様子、芝山町の中学生が学生服を着て調査
に参加しているのがわかる貴重なものもあります。当
時参加された方々は、最近再び早稲田大学が調査に来
ているので、懐かしがっている方もございました。展
示資料では、当時の学生が作成した図面や発掘日誌、
大学が発掘希望者を募って、それに応募した学生の葉
書、それから町に残っていた資料で、発掘のお手伝い
の動員が町の各地区に割り当てられたのですが、調査
後に大学から地区に贈られた感謝状などもあります。
それから、当時発掘に参加した学生や地域住民の方々
の聞き取りも行いました。また、当時の新聞記事やパ
ンフレットからは、この発掘がかなり話題になってい
たことがわかります。
　続いて第Ⅲ章は、「殿塚・姫塚古墳を最先端の技術

で調査する」ということで、平成２４年に早稲田大学が
行いました最新の測量調査とレーダー探査の成果を紹
介しました。殿塚・姫塚古墳は、墳丘しか国指定に
なっていなくて、二重周溝が範囲外なのですが、レー
ダー探査で、二重周溝の範囲を確認することが出来ま
した。それから、石室は埋まってしまっていますが、
その位置も確かめられました。その成果の図面や調査
に用いた機器類も紹介いたしました。
　最後は、第４章「殿塚と同じ形の古墳の調査―芝山
町高田２号墳―」になります。高田２号墳は、全長５２
メートルの前方後円墳で、こちらは、測量調査とレー
ダー探査を行って、その成果をもとに発掘調査を実施
しました。殿塚古墳と相似形であることや石室もわか
り、樹立した円筒埴輪も検出されました。
　それから、関連行事としまして、平成２４年１１月４日
（日）に芝山文化センターを会場にしまして「はにわ
サミットin芝山２０１２」を開催いたしました。内容は、
基調講演が早稲田大学の城倉正祥専任講師によります
「九十九里古墳調査の最前線」、基調報告が今城塚古代
歴史館の森田克行館長によります「今城塚古墳の整備
と活用」にいたしました。今城塚古墳は、大阪府高槻
市にありまして継体天皇の陵墓ではないかということ
で、話題になっています。高槻市では、はにわのゆる
キャラ「はにたん」をマスコットキャラクターにして
PRしています。その後、アトラクションとしまして、
はにわ祭国造による「御託宣」、芝山中学校生徒による
「巫女の舞」を行い、最後に「はにわを活かしたまち
づくり」をテーマにパネルディスカッションを行いま
した。パネリストとして、埼玉県本庄市商工会議所事
務局長の川上芳男氏、大阪府高槻市今城塚古代歴史館
館長の森田克行氏、芝山はにわ祭実行委員長の木内昭
博氏、芝山はにわ祭国造の荒井紀人氏、芝山はにわ祭
実行委員の稲垣弘氏にお願いいたしました。このはに
わサミットは、平成２３年に埼玉県本庄市が開催しまし
て、それに芝山町も参加いたしまして、次は芝山町で
ということになりました。本庄市では、やはり「はに
ぽん」というゆるキャラを作っております。芝山町で
も現在ゆるキャラの公募をしていて、４月には決まる
予定になっています。
　それから、空港問題と関わってきますが、「成田空港
空と大地の歴史館」という施設が平成２３年に開館しま
して、成田空港問題の経緯などを紹介しています。成
田国際空港株式会社の運営になっております。私もそ

はにわ祭ポスター展示風景
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の運営を検討する委員として関わっております。場所
は、芝山町にあります航空科学博物館の敷地に建てら
れました。こちらでも「はにわ祭ポスター展」を実施
しています。
　企画展の役割分担についてですが、展示の企画立案
は、Ⅰ章が町立博物館、Ⅱ～Ⅴ章は早稲田大学考古学
研究室で作成した原案をもとに、町立博物館と観音教
寺で協議しました。資料調査や収集は、町立博物館で
は町史編さん室収集資料、写真、新聞記事、観音教寺
では当時の関係資料、出土遺物、写真、早稲田大学で
は当時の関係資料、図面、写真、日誌等を中心に行い
ました。展示分担は、町立博物館が、はにわ祭ポス
ター展、昭和３１年の殿塚・姫塚古墳発掘調査の様子が
伺える資料、本年度実施された早大による測量調査の
成果、高田２号墳出土はにわなどを紹介しました。観
音教寺の博物館では、はにわ祭のきっかけ、殿塚・姫
塚古墳発掘の経緯やはにわの保存と活用の取り組みを
紹介しています。また、殿塚・姫塚古墳出土はにわを
常設展示していますので、併せてみることで、当時の
発掘の様子が再現できたのではないかと思います。そ
して、図録の編集は早稲田大学にお願いしまして、執
筆は早稲田大学の教員や大学院生・学生と私で分担し
て行いました。企画展期間中は、２００円の共通入館券
を作りまして、中学生以下は無料といたしました。企
画展に係る費用は町立博物館と観音教寺で折半して負
担いたしました。はにわサミットにつきましても、こ
の三者による協力関係のもと行いました。
　最後に、合同企画展の成果と課題について、私の感
想になってしまう部分もありますがお話したいと思い
ます。
　成果としましては、殿塚・姫塚古墳の調査成果を最
新の研究成果をもとに再検証することができ、資料保
存状況の確認ができましたので、散逸していた資料も
統一して把握することができました。これによって、
報告書の刊行に向けて準備ができたのではないかと思
います。それから、合同することによりまして、展示
内容を充実できましたし、費用の分担をすることがで
きたのは、メリットと言えると思います。
　課題につきましては、連携のあり方としまして、企
画展の立案や準備にあたっての十分な協議時間が取り
にくいなかで、意思の疎通をどう図っていくかという
ことがあります。
　今回は、大学が夏休みにこちらで合宿をして調査を

していましたので、その間は話し合いができましたが、
その後は、私の方で何回か大学に伺って調整しました。
その中で、それぞれの特色や専門性をどう活かしてい
くか、連携のあり方の難しさは感じました。展示の方
法という面では、展示会場が二館に渡ったため、来館
者へのストーリーづくりが難しいのと、お客さんに
とっては不便を感じることもあったかと思います。合
同でやる場合の展示の分担のあり方も難しいなと感じ
ました。それから、地域住民の反応という面では、町
民の来場者が意外に少なかった印象があります。当時
を知っていて、いらっしゃた方はありましたが、芝山
イコールはにわということで、逆に身近になっている
だけに文化財としての価値が見過ごされている現状が
あるのではないかと思います。
　最後に、今後に向けてですが、せっかく今回こうい
う形で協力関係ができましたので、今後もその関係を
続けていければと思います。殿塚・姫塚古墳につきま
しては、調査・整備・活用とまだまだ課題があります
ので、それを一歩ずつでも進めていければと思います。
それから、地域住民にもう一度古墳やはにわに関心を
もってもらう、日野市さんの方では住民の方と一緒に
調査研究をしていらっしゃいますが、私どもの方では
それがまだできていません。博物館には友の会があり
まして、８０名くらいの会員がおりますが、常に行事に
参加していただけるのは１５人くらいですが、そういっ
た方々に呼びかけていきたいと思います。その方々は、
今回の大学の調査でも協力をいただきましたので、さ
らに広めていければと思っています。はにわを地域の
文化財として観光、まちづくり、地域の活性化のため
にどう活かしていくのか、芝山町は空港との関係もあ
りますが、そういった面も含めてもう一度見直して、
考えていけたらと思っています。
　以上で終わりにさせていただきます。ありがとうご
ざいました。
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司会：それでは討論、質疑応答から始めたいと思いま
す。中山さんの話は、職員が減らされる、また新撰組
という中心テーマを観光に利用するために館が移動さ
せられたということで、マイナス要因の中から入館者
が減ってしまい、どうやって入館者を増やしたのか、
リピーターの確保に取り組んだことや、入館者の回復
をはかり、入館者数の確保にたいする努力をされたと
いうご報告でした。
　奥住さんの方は、祭りをきっかけにして、成田空港
の闘争という町にとっての負の遺産を解消していく、
寺が中心となって博物館や行政や大学もあわせて、町
全体が取り込んでいき、町おこしをしていった、成功
例だということを感じました。
　では、みなさんから質問を承りたいと思います。
久野：ボランティアを使って戦争の聞き取り調査をし
たのですが、聞き取りする人が亡くなってしまったの
で、友の会のメンバーで戦争で亡くなった方のお墓の
調査を行ってきました。１５人で始めたのですが、今で
は２～３人で年に数回もできない状況です。
　ボランティアや友の会など、お金ではなく知的好奇
心で集まっている場合、初めはよいが次第に人数が
減ってきてしまいます。それに対しどのような対策を
しているのかお教え下さい。
中山：いろんなテーマでやっているのと、今年度の活
動方針を決める際に、個々の興味のあるものをテーマ
に取り込み、楽しみながらやっていけるようにしてい
ます。飲み会をするなどして、それぞれ楽しみながら
やっています。
久野：お墓の調査はしんどい作業なので、気合い入れ
ないといけないときは、自分も一緒に行かないといけ
ないので、もうちょっと緩く飲み会などもやっていか
なきゃだめなのかと反省しました。
司会：久野さんの質問は核心をついています。職員が
どのくらい関わっていくのでしょうか
中山：突っ込んで行く職員も必要ですが、一歩引いて
自主性をもってやってもらっています。
司会：他にこのような活動でご苦労されている館さん

もおられるかと思いますが、何かありませんか？なけ
ればまた質問をお願いします。
立和名：人口と利用者数やその市内市外の割合、市民
活動のリピーターになっている方の年齢について教え
て下さい？
中山：人口は１７８，５９６人、市内市外の割合についての
統計はありません。特別展の時には市外から２～３割、
他はほぼ市民です。ボランティアもほぼ市民ですが、
八王子や多摩からも数人来ています。年齢層は６０代以
上で、たまに大学院生が入ってきたり、数人３０～４０代
もいます。
　エコライフ倶楽部は、小さい子どもを持つ３０代が中
心です。
上野：まず予算の関係についてですが、オープンから
平成２３年の間で予算が増えたようですが、その委託料
の個々のグループごとへの金額を教えて下さい。また
今後のグループの運営方法や在り方はどうなっている
のでしょうか？
中山：２０１１年度の委託費はエコライフクラブ・年間４８
万、勝五郎生まれ変わり物語探求調査団には３３．２万、
七生丘陵調査団１０万、日野市のあゆみ５０年調査団４０万
です。幻の真慈悲寺調査の会は委託ではなくという会
の希望があったので消耗品や印刷費用のみで委託費は
０、他は委託費０です。
　今後はどうしていこうかという点で「日野市のあゆ
み」は、来年５０年の企画展が終わった段階で博物館は

質 疑 ・ 討 論
パネラー　中山　弘樹

　奥住　　淳
司　　会　尾﨑　　晃

挨拶する上野千葉県立中央博物館長
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手を離す予定です。
　勝五郎生まれ変わり物語探求調査団も何年か後に記
念の年なので、そこまではがんばってその後に整理し
ようと思ってます。整理した後何をするかは、旧家の
代替わりが盛んなので、古本屋に出てしまうなどの文
書の散逸が進んでるので、緊急に今後は旧家の古文書
のある家の文書調査や寄託の申請などに取り組んでい
くつもりです。
司会：上野さんの質問にも関連しますが、日野市さん
で市民グループを整理していく理由は？職員の対応が
大変だからでしょうか？本来の古文書調査など館の業
務をしていかないといけないからでしょうか？
中山：大変なのもありますが、他の仕事が出来ないの
で、重点的に古文書調査・展示・レファレンス・資料
調査やデジタルミュージアムなど、やらないといけな
いことも多く手が回らないので、人を増やすか事業を
整理していかないとにっちもさっちもいかないので、
やるべきことを意図的に選択してやっていくというこ
とです。
司会：２人の職員でやっているので大変さが伺えると
ころですが他の方から質問は？
清藤：予算に非常勤の人件費は入っていますか？予算
は事業費として考えていいのですか？光熱水費はどう
ですか？
中山：臨時職員の人件費は除いています。館の施設は
教育センターと公民館で共同使用しているので、水道
代などもこれらを管理している教育センターから出て
いるので予算には入っていません。事業費のみです。
昨年度事業費が膨らんだのは、映像を毎年撮っている
ので、企画展における編集費で１３０万円、毎年の発掘調
査の業務支援などが９５万円入っていたり、古文書のマ
イクロフィルムのデジタル化も委託費が８７万円でてい
たりで膨らんでいます。
清藤：同好会やボランティアに委託費を払っていると
ころは他にありますか？
司会：千葉県は０ということですか？
上野：中央博物館では生態園があり、解説業務委託を
かつては友の会にお願いしていましたが、事務監査で
不適切であると指摘を受けてダメになって入札とした
経緯があります。
清藤：歩みと課題のところで広報宣伝体勢の充実。こ
れはどこでも課題としてあるのですが、良い方法があ
れば教えて下さい。

中山：委託費は市レベルの監査だと指摘を受けたこと
がありません。内部的には様々な意見がありますが、
都の補助金などは流用していないので問題になったこ
とはありません。一方で、予算計上して印刷消耗品費
などでやると大変なこともあり、委託費として逃げた
ということが本音です。
　広報宣伝費は、身動きがとれれば自分たちでやって
います。自分たちでチラシを配りにいければやります
が、化石の観察会で、市の広報に載せてもらったんで
すが人が集まらず、小学校にチラシ持って行って配っ
てもらったら、５０名位申し込みがきて断ったくらいで
す。ピンポイントで子ども向けとかエリアが限られる
宣伝は人海戦術で出来ますが、それ以外はどうしてい
くかというのが悩みの種です。
司会：広報の問題は悩む問題だと思います。効率の良
い広報はどの館でも悩みだと思いますね。
　奥住さんに伺いたいのですが、レジュメの最後に課
題を挙げていますが、地域住民との協働、身近な文化
財の価値が見過ごされている現状とあります。報告を
聞いていると地元と結びついていると思いますが、多
くの人が祭りに参加しているにもかかわらず、わざわ
ざ問題として取り上げられているのは、企画展に来ら
れている人が少ないからですか？関心を高めていかな
いといけないと思っているからでしょうか？
奥住：企画展に来られている人に町民層が少なかった
んです。芝山＝埴輪と町内の人は分かっていても、実
際には若い人は殿塚・姫塚古墳に行ったことがない人
が多いんです。祭りの時に初めて行くと言う人が多い
んです。昭和３０年代に掘ったことは伝えられています
が、そのすごさが認識されていない。埴輪道を通った
りもしますが、お寺さんの本物の埴輪を見たことがな
かったりします。自分は野田の出身ですが、野田＝醤

会場風景
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油って何とも思わないですけど、他からはすごいねっ
ていわれます。芝山の場合も友の会で埼玉の行田に
行ったりしますが、埴輪祭りやっているよねって言わ
れます。外から言われると再認識します。芝山の埴
輪ってやっぱりすごいんだなって。５０年前のものだけ
ど見慣れてしまっているのか、認識されていないのか
なって思いました。
司会：地元の地域文化の掘り起こしに皆さん力を入れ
ていると思いますが、睦沢町では地域文化の掘り起こ
しに特に力を入れていると思いますが、どう工夫して
おられますか？
久野：地域に住んでいると馴染んじゃって、なんとも
思わなくなります。富士山の近くの人は、富士山を毎
日見ていると、何とも思いません。これが人間の本性
なら文化財も同じです。自分もよそ者なので、千葉に
来てカルチャーショックを受けました。見るもの聞く
もの面白かったです。自分が面白いと思うものを人も
面白いと思うのではないでしょうか？
　１人で歩くのではなくて、みんなで行こうというこ
とで「時速４㎞で歩く日本の歴史・・」を２０年近くやっ
ています。小字単位の地域をウロウロ１日歩いている
と、石造物が建っていたり、古文書持っている家など
があって、面白いものが多く１日では見切れないほど
あり、また、地元の住民にも注目されて、寄ってきて
教えてくれます。睦沢町を踏破しましたが、自分自身
が勉強になりました。よその人の視点でみた方がいい
と思います。奥住さんが苦労しているのは私のところ
と同じで、東京行こうというと、みんな集まるけれど、
地元を見て歩こうというとあまり興味を示しません。
でも、実地で文化財の見方を教えてあげて、文化財の
見方が分かってくると面白くなります。実地で見方楽
しみ方を教えてあげる必要性があると思います。
司会：細かなイベントを数多く打つ、こまめにやる必
要性があるということですが、他の館では地域の方に
どのように伝えているのでしょうか？
立和名：昨年まで県内の歴史文化資源を多くの人に
知ってもらうという魅力発信室に兼務していて、久野
さんにもお世話になったのですが、地域の魅力に気づ
いていない人も多くて、それは地域の博物館に負うと
ころも多くて、久野さんの所のようにコアなファンを
育ててくれている地域は成功しています。
　私は、芝山はにわ祭のほうのお仕事もさせてもらっ
ていたのですが、芝山町では、はにわ祭は、はにわの

装束をきて一日歩くっていうのは知っているけど、な
んで芝山ではにわ祭をやるのか知らない人が多いです
ね。観光協会でピーアールをしにきている若い人も知
らない人が多いです。芝山はにわ祭も産業祭りとかで
人がそこそこ集まってくるけど、その埴輪色や地域の
歴史色が見えて来ません。見せ方として、地元にある
良い資源が、イベントとして連動した取り組みになっ
ていないと思います。３０回の節目で注目されましたが、
発掘されたんだよっていうことが外に発信する方には
出てきていなかったと思います。県の観光課の問題で
もあったのですけど、博物館が地元に浸透していない
と思います。
　ところで、料金は２００円のみですが、寺が損している
のではないですか？連動するなら苦労も共有するのが
大事なのではないでしょうか？
奥住：入館料は両方見て２００円です。
立和名：両方見て２００円だと仁王尊さんは損しちゃう
と思うのですが、好意に甘えているのですか？
稲垣：好意というよりも、芝山の埴輪は、町内の人は
埴輪っていうけど、発掘してから，時間が経って忘れ
かけているというのが実感です。はにわ祭は町内のご
く一部の人の祭りという印象があります。産業祭りが
同時に行われるので大根を買いに来る人や餅を拾いに
来ますが、昇天の儀は見ないですぐ帰ってしまいます。
どういう人が掘ったのかとか、はにわ祭の起源がこう
いうものであって、つなげていかなければならないと
いうことを町民に知ってもらうために、祭りについて
も知ってもらうために、両館を見ていただきたいとい
う考えで、奥住さんと話をしました。皆さんが入りや
すい値段ということで料金は決めました。来館の町内
の方にこれらを再認識してもらえたのかは不安で、さ
らに時間をかけて内容の深いものを考えていければい

久野氏



－１７－

いかと思っています。
司会：地元にどれだけ結びつき発信していけるのか、
ということで、立和名さんは観光とイベントがうまく
結びついていかないといけない、稲垣さんは、結びつ
いても理解してないということで、本来、博物館は文
化や情報を発信し、地域の人たちに見せていく場なの
で、地域の人達に理解出来るようになっていないので
はないか？と思えてきますが、中山さんはどのように
お考えでしょうか？
中山：文化財の価値を伝えていくのに学校教育に介入
していく必要性があると思います。勝五郎生まれ変わ
り事業と真慈悲寺の事業などは学校の副読本に取り上
げてもらったり、こちらからも事業やるのでぜひ利用
してくれと教員が集まる場などでPRしています。授
業して欲しいとか、フィールドワークしてほしいとか
例年１～２校の依頼があります。こういう活動をコツ
コツするのも大切です。
司会：子どもの頃から教育していく必要性があるとい
うことですね。
久野：睦沢町では入館者は年間５，０００人。人口が７，０００
人。人口６割の入館者になる。この内１，０００人が小学
校から来ています。１１月～２月に３０校位学校が来てい
ます。展示解説など６０回やりました。博物館や展示物
の見方や文化財の見方をやりました。ものの見方やマ
ナーを教えます。子どもは１回で覚えます。資料でも
自分達に身近な物を見てもらい、興味をもってもらい
ます。その辺の家にある銘品、大した物ではないけど、
売り込み方で銘品に見えます。違う目で売り込みをし
てみましょう。皆さんの収蔵品も売り込みを工夫すれ
ば必ず売れます。
司会：日野市の中山さんの話からは、教育とか、売り
込みなど上から目線ではなくて、下からわき上がって
きたものを、うまく利用していますね。市民が何を必

要としているのか？市民があれやりたい、これやりた
いということを博物館が長くサポートしていけるわけ
ですが、そのように工夫されたのでしょうか？
中山：もともと日野市は農村でした。そこに新しい人
が入ってきた地域です。地元の旧家の人は、こういう
調査などには入って来ません。新しいリタイア世代が
地域デビューで入って来ます。日野市自体が市民協働
を謳っていて、こういう運動が盛んです。市民活動に
慣れている人が多いです。委託費などの支援も多くて、
郷土博物館の活動だけが突出しているわけではありま
せん。
司会：日野は都市部だから市民が育つのかと思ったの
ですが、千葉県の場合の都市部はどうでしょうか？市
川の松本さんいかがでしょうか？
松本：市川市は日野市の事例とほぼ同じで、リピー
ターさんのほとんどは勤め人の方でリタイア世代が多
いです。千葉都民として東京に働きに行っていた人が
ほとんどです。地元を知らないからということで来て
くれます。入館者数だけではやっていけないので、外
に出て行こうということで、利用者数を増やそうとし
ています。歴史カレッジという２年のものも広報を見
て人が集まってくれたのですが、千葉都民が８～９割
を占めます。友の会とかに加わってくれるのは、地元
民より千葉都民が多いです。リピーターさんはシニア
世代の人が多いけど、事故の時はどうしているのか伺
いたいと思います。私が異動してきて、８～９年で救
急搬送の事故も外を歩いていて３件起きています。市
川から印西市内までの古墳巡りをしていますが、亡く
なった方も出てしまいました。その辺の問題意識や、
保険はどうしているのでしょうか？
中山：参加する方は、市の行事保険に一括で入ってい
るので、対応するようにリストを作っています。グ
ループに入っている方は毎日接していると、それぞれ

松本氏 白熱した討論風景
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の健康状態が分かるので、お互い無理しないように気
をつけています。特別な行事、現地散策など電話での
応募には、年齢確認、健康や足腰の確認をしています。
きつそうだとなると辞める方もいますが、別ルートや
車を用意します。不幸な事故はまだありません。
司会：時間が押しているのですが、どうしても聞いて
おきたいことがあれば伺います。
佐藤：新しく空港関係の展示施設をつくったというこ
とで、空港会社さんも地域との協働を考えているなら、
三つ巴でなにか出来ないでしょうか？空港の中で、芝
山の埴輪展が出来ればインターナショナルな展示がで
きるのではないかと考えています。奥住さんが考えら
れていることを教えて下さい。
　中山さんには、コンコースでやっている展示は、博
物館内でも展示してはいかがでしょうか？博物館で関
わっている団体でもありながら蚊帳の外ではいかがな
ものかなと思いました。
奥住：空と台地の歴史館、元々は賛成反対で揺れた歴
史を風化させないようにということでできたものです。
賛成派反対派関係なく平等の目で資料を展示していま
す。運営委員には賛成と反対の人や行政の人も加わっ
ています。今後も空港で運営してくれていますが、学
芸員がいないので、運営に困っていると言う話があり、
うちとの連携展示ができて、地域の歴史の発表の場と
して、ミニ展示の場として活用できればいいなと思っ
ています。芝山は日野市さんと違って都市部と農村部
の違いもあるのかなと思いますが、地域住民との関わ
りとか、考古のありかたなど考えていかないといけな
いと感じることがありました。
中山：うちでは人が来ないから、駅に近い図書館の２
階で展示しようと課長が言ったこともあります。駅の
コンコースだとパネルは並べられるがモノが並べられ
ないので、再構成し博物館でモノをならべた展示をす
る予定です。秋に七尾丘陵調査団の人と自然について
展示をしまして、４月からこの七尾丘陵調査団の以前
やったパネル展示を再構成し、展示をする予定です。
小高：一つは新撰組のほうの利用者数と行政評価はい
かがでしょうか？また、市民グループ活動の利用者数
はどのようにカウントしていますか？
中山：新撰組のふるさと歴史館の方は、データを用意
できませんでしたが、利用者は最初の頃は、数万単位
でしたけれど、ここ数年はマンネリ化しています。新
撰組についてはコアなファンがいるので、企画展示を

すればリピーターはいます。評価について気になって
いますが、今回は用意出来ていません。観光の目玉に
したいというのは変わらないですが、市長選が夏にあ
るので、市長が替わるとその方向も変わるかもしれま
せんが、観光施設として存在はしていくと思います。
　市民グループの活動も入館者数に入れています。
司会：まだ議論の方は尽きないかと思いますが、時間
がだいぶ超過してしまいました。本日の討論を終了さ
せていただきたいと思います。閉会に当たりまして、
八千代市立郷土博物館館長　調査研究委員会の清藤理
事よりご挨拶いたします。
清藤：年度末のお忙しい中、お集まりいただきありが
とうございました。本日の講師である日野市郷土資料
館の中山さんと芝山町立芝山古墳・はにわ博物館の奥
住さん、本当にありがとうございました。
　千葉県博物館協会調査研究委員会は今年度来年度、
お手元の資料に書いてあるテーマで続けて事業させて
もらいます。今年度は中間報告としてこのような会を
催させていただきました。こういった会を踏まえまし
て、来年度進歩した内容でシンポジュームあるいは
「ミュージアムちば」の刊行などに邁進させていただき
たいと思います。みなさん、また今後ともよろしくお
願いいたしまして今日の会を終わらせていただきます。
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１　視察の目的

　平成２５年９月６日（金）に成田市にある成田羊羹資
料館を訪れた。これは昨年度から調査研究委員会が設
定した調査テーマである「博物館・美術館の地域にで
きること－協働・共生を目指して－」に基づき、今年
度は地元企業との関係を検討するためである。案内は
米屋株式会社営業企画課の宮内智調査役に依頼した。

２　成田羊羹資料館の概要

　成田羊羹資料館は房総でも指折りの老舗「米屋」が、
平成１４年に総本店建て替え時に総本店の裏に羊羹文化
と米屋の歴史を伝える目的で博物館を開館した。羊羹
単独の博物館（資料館）は全国でこちらと佐賀市の２
つだけという大変ユニークな存在である。
　企業博物館の使命から館名に「米屋」の名を冠すべ
きところを、敢えて会社名を出さず成田という地名を
表に掲げた理由は、成田という地域と羊羹を中心とし
た菓子文化を伝える場にしたいという意図からだとい
う。入館料は無料。平成２４年度に入館者数２５万人を超
えた。建物は２階建てで１階が受付と企画展示室で、
２階が常設展示室となっている。
　企画展示は年に２回行い、これまで２１回開催してい
る。視察した時は「成田の風景いまむかし」を開催中
であった。企画展のテーマは羊羹の歴史や、その製作
に関するものの他に、成田の歴史や参道で売られてい
る土産など多岐にわたる。また、常設展示は創業者の
諸岡長蔵の紹介と羊羹の歴史・製作道具・米屋の看板
などが展示され、羊羹がどのようにして作られ、米屋
がどのような経緯で現在に至っているのかが解るよう
になっている。

３　地域への貢献

　同館では地域へ
の密着を高めるた
め米屋総本店の２
階を成田生涯市民
学習ギャラリーと
して開放し、週替
わりで近隣のサー
クル活動の発表の
場として提供している。また毎週お菓子教室を開催し
和菓子作りの体験を行っている。これは月により親子
を対象に実施したり、日本文化に親しんでもらうため
海外の学生にもこの教室も開催している。この他総本
店敷地内のお不動様旧跡庭園で野点の茶会を毎年開催
している。

４　自治体博物館との連携

　同館には専門の学芸員がおらず、資料の収集と整理
が十分でないことや、他の博物館の情報が不足し、資
料借用の困難さから新しい企画展の実施が年々難しく
なってきているという。展示資料だけでなく収蔵資料
管理等の面でも他館の協力が得られれば、館としての
事業が活性化するとのことだった。
　同館の展示内容は大変面白く且つ解り易いものであ
り、お菓子教室を始めとする地域への普及活動への熱
心さは、地域に深く根ざしてきた老舗ならではのもの
と感心した。菓子と成田というテーマだけで２１回もの
企画展を実施してきた背景には、同館がこれまで収集
に努めてきた資料とそれに関する詳細な調査研究成果
があるものと推察される。
　これまで博物館は地元企業とあまり強い連携を持っ
てこなかった。しかし企業の中には今回のように高い
文化性を有する所があり、地域に深く根ざしている。
企業活動そのものが「歴史」であり「文化」と見るこ
とが出来よう。博物館ももっと企業と正面から向き
合っていかねばならないと思われた視察であった。

平成２５年度視察報告

視察１　成 田 羊 羹 資 料 館
千葉県立関宿城博物館　尾﨑　　晃

２階の常設展示室風景

成田羊羹資料館外観
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１　視察の目的

　平成２５年９月６
日（金）千葉市稲
毛区の千葉経済大
学内にある地域経
済博物館を訪れた。
同館はかつて千葉
県立総南博物館に
学芸員として長く
勤務され、その後大学で博物館学芸員養成に従事され
ている同大学経済学部の菅根幸裕教授の尽力で設立さ
れた。菅根教授の案内で同館を見学し、大学と博物館
の両方を熟知されている視点から、大学と博物館の連
携について伺った。

２　千葉経済大学地域経済博物館の概要

　千葉経済大学地域経済博物館は平成２２年に同大学の
図書館を改装して作られた。博物館というよりは博物
館相当施設である。経済学部にあって学芸員課程の学
生の学内実習生施設と、一般の人向けに経済を解りや
すく解説する展示を行うために作られた。実体経済を
展示という形で直接表現することは非常に難しいため、
「近世江戸地廻り経済圏と房総の名主たち」という江戸
時代の経済に即してテーマ設定をしている。展示され
ているものは古文書が中心で、酒造業や漁業・炭生産
等の文書や道具等が展示されている他、刀や甲冑など
の物が展示されている。
　館内では学生の調査成果を発表するため年１回調査
実習企画展を開催している。これまで「川名登の歩い
た世界」「村にあった銀行」等のテーマで行った。入
館者数は１年間で約１，５００人。殆どが学生である。割
合は少ないが一般の方の来館もあるという。

３　学内博物館での実習の問題点

　通常博物館学芸員の資格取得のためには実際の博物
館に１０日前後の館務実習に参加しなければならない。
　しかし学内に博物館相当施設がある同大学では、調
査実習の成果を展示する企画展の実施は別として、大

抵の場合学内で短
期間に手軽な博物
館実習が可能であ
る。あまりに学内
に手頃な実習施設
を作ったことで、
学生が実社会で経
験を積まずに資格
だけを取れてしま
うことを菅根教授は危惧するようになり、敢えて学生
には学外の博物館での実習を勧めているという。

４　大学（学部）の特性と博物館との関係について

　経済学部内にある同館は、学芸員資格取得のための
学内実習施設の面と、学内外への学問分野の解説施設
の二つの役割を持たされている。しかし経済学部とい
う性格から展示内容は自ずと限られたものとなり、類
似する展示テーマを掲げる博物館も殆ど見かけられな
いことから、他の博物館から資料借用などの必要性も
感じていない。その他には学生の実習先を依頼する程
度である。
　学内博物館は大学もしくは学部の特徴を反映するも
のであり、博物館との連携の必要性を感じない所も
あって当然であろう。では学内博物館から離れて、大
学として考えた場合、本当に博物館は必要もなく魅力
を感じない施設だろうか。
　大学の学部・学科や学問分野、または大学の所在す
る地域によって、博物館が持っている資料や情報・人
材や施設、これまでの実績・ノウハウといったものに
興味や必要性を持たれることもあるのではなかろうか。
それは博物館からも大学に対して同様のことが言える
かもしれない。博物館と大学は互いの情報を開示し合
うことで、今後多様な交流や連携事業が展開できる可
能性を持っていると思われる。外から見て何が博物館
の魅力として映るのか。我々は外からの視点で自分達
の館を見直す必要性を今回の視察で強く意識した。

　

視察２　千葉経済大学地域経済博物館の視察報告
千葉県立関宿城博物館　尾﨑　　晃

千葉経済大学地域経済博物館の入口 同館展示室風景
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１　視察の目的

　平成２５年１１月７日（木）に市川市国府台の和洋女子
大学内にある文化資料館に伺った。これは、今年度の
研究報告会のテーマに沿った活動を、本学駒見先生が
積極的に行われているということを周辺より聞いたか
らで、より具体的なお話を報告いただければとお願い
にあがったと共に、本館の見学を目的としている。当
日は、駒見先生自らご案内いただいた。

２　和洋女子大学文化資料館の概要

　本館は昭和５３年４月に、キャンパス内の遺跡調査で
出土した遺物公開を目的として、大学内に資料室が開
設されたことを契機とし、平成４年４月に文化資料館
が開館された。さらに平成１３年６月、新築された大学
東館１７階にリニューアルした形でオープンしている。
収蔵資料は、埋蔵文化財のほか服飾手芸関連・書蹟・
古美術などで多岐にわたって展示している。窓側の
オープンスペースでは、校地内の遺跡から出土した奈
良三彩小壺・人面墨画土器・緑釉唾壺等下総国府域な
らではの展示品が見られ、圧巻とした思いであった。
１７階からの眺望は一見の価値ありで、国分台から見下
ろす江戸川に悠久の歴史を感じとることができた。展
示テーマに「風と出会う」として、歴史だけではなく
文学・自然・癒しの風を体感してもらうことを目指し
ていることが十分伝わってきた。展示は、年間１０～１３
回程度の企画展・ミニ企画展・特別展が行われており、
博物館や学生につ
いての姿勢が、本
学の教育機関とし
ての水準を高めて
いる形として受け
止めることができ
る。

３　学芸員課程での取り組み

　資料室設置の翌年の昭和５４年に学芸員課程が開設さ
れ、現在、博物館実習の一環として、展示実習の立案
から開催までを学生が主体的に行い、企画展が実施さ

れている。また、学内での館務実習のみでなく、学外
の博物館での実習に臨んでいる学生が見られることは、
学生の意識がより対外的に向かっていると感じられた。
　さらに、博物館見学実習では地方にまで足を伸ばし、
多種の博物館の見
学を実施し、学生
自身の視点による
博物館の評価を
行っていることは、
学生の主体性を促
す学内の取り組み
を感じた。

４　大学博物館と地域連携について

　駒見先生からは、学生に関わる教育的側面と地域に
視点を向けた団体との連携についてお話を伺った。
　教育的側面については、市内小学校や他地域の学校
を対象とした学校出前の実施でのお話をお聞きした。
学生に、学校側と授業展開のための事前学習の段階か
ら関わらせて、どのようにすれば子どもたちに興味を
持ってもらえるか、理解してもらうかを意識して進め
ているというものであった。ワークショップの実施や
館所蔵の土器を実際に触れてもらうことなど博物館で
なければできないことを実践されていて、人との関わ
りを重要とする学芸員の基本を推進していると思った。
また、大学博物館という特徴から、地域を超えた都内
の特別支援学校での出前も実施しているとのお話で
あった。
　地域団体との連携では、市内の「市川案内人の会」
との関わりをお聞きした。また、隣県の茨城県五霞町
の縄文貝塚について、この町には博物館がなく、公民
館において出土品の展示をしているが、その認知度を
さらに上げたい。町側との連携により、よりよい公開
方法を推進しているというものであった。ここにおい
ても、大学博物館ならではの特性を活かしていると思
う。
　駒見先生からは、研究報告会での発表について、快
諾いただき、有意義な視察となった。

　

視察３　和洋女子大学文化資料館
八千代市立郷土博物館　森　　竜哉

展示風景

企画展示風景
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平成２５年度千葉県博物館協会研究報告会

名　　　称　　平成２５年度千葉県博物館協会研究報告会

テ　ー　マ　　「博物館・美術館が地域にできること－協働・共生を目指して－」

主　　　催　　千葉県博物館協会調査研究委員会

日　　　時　　平成２５年１２月２０日（金）午後１時３０分～午後４時３０分

会　　　場　　八千代市立郷土博物館　学習室

内容・日程　　
開 催 挨 拶　　千葉県博物館協会会長　堀田　弘文（千葉県立中央博物館館長）
　　　　　　　千葉県博物館協会理事　清藤　一順（八千代市立郷土博物館長）
　　　　　　　　（調査研究委員会）

報　告　１　　大学と博物館の連携の現状と課題－東京成徳大学の事例から－
　　　　　　　　　　　青栁　隆志（東京成徳大学人文学部教授）

報　告　２　　大学博物館活動と地域連携－和洋女子大学の活動から－
　　　　　　　　　　　駒見　和夫（和洋女子大学言語・文学系教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ［和洋女子大学文化資料館］

報　告　３　　企業博物館と地域連携の課題
　　　　　　　　　　　宮内　　智（米屋株式会社営業企画課調査役）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ［成田羊羹資料館］

質疑・討論　　コメンテーター：菅根　幸裕（千葉経済大学経済学部教授）
　　　　　　　　　　　　　　　森田　利仁（千葉県立現代産業科学館普及課長）
　　　　　　　パ　ネ　ラ　ー：青栁　隆志・駒見　和夫・宮内　　智
　　　　　　　司　　　　　会：尾﨑　　晃（千葉県立関宿城博物館主任上席研究員）
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　青栁でございます。どうぞよろしくお願いします。私ど
もの大学は、八千代市の保品というところにございまして、
博物館からは車で１０分位です。歩くと少しかかりますが。
直近の大学ということで、今日はお招きをお受けいたしま
した。先ほど司会者の方から、博物館と大学の関係につ
いて、まずは第一義的には人と人との繋がりであって、そ
こから組織的繋がりとなるというお話がありましたが、私ど
もも、どちらかというと人と人との繋がりのほうから、だんだ
ん関係が密になっていったというタイプになります。これ
はどこの博物館でも多かれ少なかれあることだと思います
が、そういった事例の一つとしてお聞きいただきたいとい
うのが主旨です。
　私どもの大学は八千代市立郷土博物館と同じ、平成５
年の開学でございまして、今年で、二十歳ということにな
ります。当初は、人文学部のみの単科大学で、学芸員課
程もなかったのですが、ご多分にもれず色 と々募集が大
変だということで、改組をいたしまして、学部が増えたり、
色 な々変更をいたしました。私どもの人文学部も日本語・
日本文化学科がありましたが、こういうのは流行らないと
いうことで、「日本伝統文化学科」というのをつくりました。
本学の総務課長が、日本中の大学、世界中の大学を全
部調べましたが、日本伝統文化学科というのはどこにも存
在しない。日本で唯一とのことです。もちろん日本文化
学科というのは日本中たくさんございます。伝統文化学
科も京都にいくつかありますが、日本伝統文化学科と名乗
るからには色々伝統文化についてやらなければならない。
その一環といたしまして、博物館学芸員の養成に着手い
たしました。私は本来、同じ学園の系列校におりましたが、
学芸員課程を創設するということで呼ばれましてこちらに
着任しました。平成１５年から学芸員課程ができましたが、
私は学芸員資格をもっておりません。資格をもっていない
人間が教育に関わる苦労というのは、もし同じようなことを
やった方はご想像がつくと思いますが、本当に一から立ち
上げました。一番、ご協力いただいたのは、鶴見大学の
文化財学科で、色々講習をしていただいて、なんとか形
にいたしました。そういう人間にとって一番こわいのは、
実習先です。どうしたらいいものか。まず博物館実習を
受けていませんから、どういうものかがよくわからない。そ
れから、受け入れてくださる所があるのか。電話などをい

たします。国立歴史民俗博物館では「実習はやっており
ません。」と言われ、色 な々博物館にお聞きして、その経過
の中で、一番近い博物館が八千代市立郷土博物館です
ので、あいさつには伺っていましたが、まだその段階では、
実習生を１人お願いしますという関係でした。司会者の
方もおっしゃっておりましたが、そのときはまだ「一方的な
関係」といっていいポジションだったと思います。ところが、
組織の繋がり以前の人と人との縁ということでしょうか、当
時いらっしゃった佐藤学芸員と大学との面白い関係が平
成１５年から始まりました。佐藤さんとは同年齢ということも
あり、色 な々企画があって、こういったことはできないかと
いう話のなかで、できるかなあということが深まりまして
色 な々ことをやるようになりました。ということで、時系列的
にみていこうと思います。
〔スライド説明〕
　平成１５年から、博物館実習をするようになりました。
　これは学科のポスターです。博物館では博物館実習も
やりますし、実習生全員を連れてきて、これはパネル貼り
の実習をしているところです。こちらは近いので、実習生
の基礎実習をさせていただいています。そうした流れか
ら、大学のリソースとして何があるか。私どもの大学では、
平安装束を持っておりまして、衣装を着せるという授業が
あります。伝統文化（装束）という授業で、半年間で束帯
から十二単まで、他に平安装束及び甲冑を一通り全部き
ちんと着付けられるようにする授業があります。これを市
民向けにどうでしょうという話が盛り上がったところで、
やってみましょう、ということで始めましたのが「平安朝装
束体験」です。これは博物館の学習室ですが、左は武官
の束帯、右はいわゆる十二単です。市民の皆さんに来て

報告１　大学と博物館の連携の現状と課題－東京成徳大学の事例から－
東京成徳大学人文学部教授　青栁　隆志
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いただく。これが市の広報に公開されますと大変な評判
になり、以来これは平成１６年から始まりまして、１０年間毎
年実施しております。この武官束帯は１着、着付けるの
に２０分かかります。これを学生が行いますが、伝統文化
（装束）という授業をとって、なおかつ博物館実習に参加
するという学生が、直接こちらにきて市民の方 に々着付け
るということになります。１日の場合と２日の場合がござ
いますが、およそ３０～６０名の市民、家族連れの方に大好
評です。だいたい２月頃に行いますので、ひな祭りが近
いです。そうなりますと、還暦の記念に、一生に一度は着
てみたいのでという方がいっぱいいらっしゃって、こういう
お写真を撮りますと、ああこれでいつ死んでも悔いはない
というお話もあります（死なれても困るのですが）。こういう
お写真を撮っております。これは市民に向けての還元で
あると同時に学生にとりましても、非常に重要な体験となり
ます。これはいってみれば、接客体験です。装束の着付
けは相手の体に触らなければなりません。そういたします
と、不用意なことはできません。無言でやりましても，冷た
い関係になります。話しかけが必要で、そのときに装束の
知識や相手に対する心遣いがないといけない。そういっ
た作法的な部分も含め、１年間学んだことが、ここででき
れば、実習として行えるという非常に大きなメリットとなりま
す。私どもがこの装束体験を重視しておりまして、後で述
べますが、小中学校など色々出て、年間２０回ほど行って
おりますが、ここで一度きちんとやって、それをベースにし
て小中学校に出て行く。つまり、座学であるいは学内で
やっているより、何十倍のことを１日でやっている訳です。
そういったメリットが非常にあります。ですから、大学のリ
ソースといいますが、フィードバックがかなり大きい。基本
的な大きな授業と考えています。これに味をしめたという
と変ですが、もう一つ何かやらないかということになり、日
本伝統文化学科ですから色 な々ことをやっています。三
味線やお茶、お花をやったり、その中で雅楽というものが
あります。全員必修ではありませんが、笙・篳篥・龍笛の
内、その一つを学んで実際に演奏できるまで行うもので
す。それであれば、そのリソースを提供して、ご覧いた
だくことができる。私どもの大学で指導いただいている上
野雅楽会は、東京芸術大学のOBで構成されていますが、
そちらの方で、市民向けにまず体験、それから演奏いた
だくということでやらせてもらうことになりました。これは体
験の方でございますが、図書資料室で笙を体験いただ
いてます。笙は１台５０万円以上する高価な楽器で、本
学では全て本物を用意して、壊れたら壊れたでしょうがな

い。あまり宝物のようにして触らないというより、使用する
ことが有意義であると考えています。かなりの台数を用意
しておりまして、これを市民の方に触っていただいて、演
奏して体験してもらおうということです。午前中に体験い
ただき、午後には演奏を聴いていただく。つまり、自分達
が体験したものを、午後はプロの奏者の演奏として聴い
ていただき、こんなにも違いがあるのだなあということを感
じてもらう。ちなみに、ここに写っているのは、安倍季昌
先生で、宮内庁楽部の楽長をなさっていた方です。安倍
家というのは、古くは安倍清明までさかのぼりますが、
１３００年の歴史が続く音楽の家のご当主であります。新聞
での紹介もかなり多く千葉日報であるとか、朝日新聞の千
葉版に紹介されています。これを見て、次の年も見える、
リピーターという方も相当います。装束、雅楽を通じまし
て、参加する方が増えているということでございます。こ
の二つのメインの行事がございますので、私どもでも、大
学２年生から参加しまして、３年、４年で、３年はもう博
物館実習生として、こちらの博物館にいくことになります。
こうなりますと、大学の方からのアプローチでリソースを出
すということになりますが、それだけでは足りない。そこで、
一つの企画として出ましたのが、資料の２ページにありま
す企画展です。大学との共同企画展、共同開催というの
はあると思いますが、大学が持っているものを博物館の企
画展として、１ヶ月間、実際にやるということが、平成１８
年１０月１日から３１日まで「日本伝統文化展～和歌を歌う
～」として実現いたしました。つまり、平成１６年が装束、
１７年が雅楽、そして１８年に企画展ということで行われた
わけです。で、ここに趣意書がございまして、当時の村
田館長のものですが、これを読みますと大学と博物館との
共同ということのこの当時での認識あるいは意義というも
のが書かれています。少し長文ではありますが読ませて
いただきます。
　「さて、今般、平成十八年第二回企画展といたしまして、
「日本伝統文化展～和歌を歌う～」を、東京成徳大学との
共催により開催することとなりました。当館と東京成徳大
学とは、数年来、博学連携を旨としてさまざまの企画を共
同で進めて参りました。平安装束体験講座・雅楽鑑賞体
験講座・韓国装束体験講座などは皆様すでにお馴染み
のことと存じます。その成果の上に立ち、初めて「企画
展」という形で、大学の知的財産を皆様に公開できる運び
となったことは、慶びに堪えません。本企画展のテーマ
「和歌を歌う」は、東京成徳大学、青栁隆志助教授の発
案・企画になるものです。わが国の和歌は『万葉集』以来
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一千余年の歴史を持ちますが、和歌は本来「歌」として、
声に出して歌われるべきものであり、その伝統は「歌会始」
として現在もなお受け継がれています。時あたかも皇室
の慶事に当たり、宮中並びに民間に伝えられてきた「和歌
を歌う」ことの諸相を紹介することは、非常に意義のあるこ
とと思われます。展示品といたしましては、室町時代の
「大永二年綾小路資能和歌披講」をはじめ、各方面の協
力により和歌の披講に関する諸資料が一堂に会するほか、
「歌会」の現場が再現され、会期中には、市民公募歌をも
とに、実際の「歌会」が行われます。さらに、宮中歌会始
委員会参与の中島法城氏のご講演も予定されています。
本企画展が、大学と博物館双方にとって、意味深いものと
なりますよう、大方のご観覧をお願い申し上げる次第でご
ざいます。」
　こういうあいさつ文でございます。まさしくこの認識が、
大学と博物館の関係が一方的なものではなく、双方向で
あるということを示しています。双方に利益と申しますか、
メリットと申しますか、それがないと良好な関係とは言えな
い。こちらが展示したい。では受けましょうというのでは
なく、企画展やりましょうか。では、こういったものが出せ
ますよといった話から煮詰めていったことです。公的な機
関によって認定されるということは、私学にとっては案外大
事なことなのです。私立学校にとりましては、地方自治体
の所属する機関との関連は常に意識して考えるべきこと
であります。公に認められることは非常に重要なことでし
て、色 な々ことを含めますと、こういったことには非常に意
味があると考えられます。この企画展では、もちろん本学
の実習生が陳列・解説を行いました。それから、「歌会」
が行われました。また、もう一つ大きいのは、企画共同展
ですので、共用移動展示ケースを用意しました。どこの
博物館でも什器と申しますか、展示ケースなどを購入す
るのが大変なことで、それだったら大学の方で、予算化し
て展示ケースを買いましょう。で、共同で使用しましょうと
いうことになりました。ですから、今でも企画展をこちらで
やる時には、本学の移動展示ケースが使われています。
共同でということから、そういったアイデアも出てくる訳で
す。企画展を共同でやるということは、もし予算を使える
んであればそういった形でやりましょう。それを大学当局
と交渉して、博物館に置きますからというようなことをして
いくのも、アイデアの一つだなと思います。大学と博物館
というのは、相容れない部分もあると思いますが、性質的
に似ているところもあるわけです。一方では、対象が市
民であり、学生です。形としては、お互い還元するという

ことで、性質的に似てないことはない。そういたしますと、
そのようなときに融通を利かせて、お互いに利用するとい
う論理も成り立つのではないかと思います。これによって、
学内でも展示施設をつくりたいという思いが芽生えてきま
して、私は学芸員ではないので、そんなものつくったって
という学内の反対は予想されますが、そこはもう押し切りま
して、平成１９年に「伝統文化資料室」という一室をつくるこ
ととなります。演習室の３０８教室というごく狭い部屋です。
こちらに看板だけは立派ですが、一室を設けまして、展
示兼装束の体験コーナーを設けました。大きくはありませ
んが、二つに分けて、奥の方は畳を敷いて装束を体験す
るという空間です。展示につきましては、博物館実習生
が月替わりということで、一番最初は展示が年６回で、小
企画展を実施しました。そして、継続して平成２１、２２年
と行いましたが、手狭であること、３０８教室ということで３
階ですので、見学者が入らないのです。やはり、１階に
ないとだめですので、何とか１階にといっておりましたら、
就職の求人票を貼ってあるところで、求人票はもう古いか
ら、そこは空けようということで、じゃあいただけませんか
とわざわざ部屋に改装してもらいまして、新しく企画を出
しましてこういったコーナーを設けることとなりました。寸
法は４２㎡であります。面積からは博物館類似施設にしか
なりません。右側が装束体験コーナー、左が企画展示室
で現在もこのように使用しております。で、これができまし
て、よりお客様が入るようになりまして、学生たちも喜んで、
一生懸命展示等を工夫しております。このように基盤の
部屋ができますと、さらに、欲が出てくるというのは変です
が、色 な々ことができるなということで、平成１９年８月から
八千代市立郷土博物館の博物館実習の一環として、本
学内で半日の装束実習を行い、これは着せる方ではなく、
実際に展示する、しまう、扱い方として半日の実習を行っ
ております。これもこういう場所がないと中々できることで
はございません。毎年こちらの実習生さんは、本学に来
ていただいて、装束実習を受けるということです。また、
こちらで装束体験をずいぶんやるようになりましたので、
出前講座といたしまして、小中高大学あるいは特別支援
学校で装束体験もやっております。また、市川市には縄
文体験フェスティバルとして、韓国装束の出前を毎年行っ
ております。この写真は展示室で衣装体験コーナーで畳
を敷いております。韓国装束を展示し、ここで着付等を
行ってます。入り口はこのようになっています。ここは単
なるスペースであった所に枠を取り付け、部屋にしている
訳です。冷暖房は何とかなっていますが、１階ですので、



－２６－

湿気がありまして、ダンゴムシがよくでます。それ以外は
快適です。展示はケースを使いまして、大学が栗谷遺跡
という遺跡の上に建っておりますので、八千代市教育委
員会から大学から出土した土器、市内から出土したもの
を集めまして、栗谷遺跡展をおこなっています。中々好評
でございました。さらに外へ、これは装束の着付けです
が、希望者に対する体験でございます。本学は、装束に
つきましては十二単をはじめとして、平安朝装束といわれ
るものは一通りございます。いいところは、常時できるとい
うこと、それからもちろん無料であるということ。今日は各
博物館の方がいらっしゃってますが、いつでも出張いたし
ますので、ぜひお声をかけていただければと思います。
お好きな方は必ずいますので、１日１０組位から対応でき
ますので、宣伝しておきます。ちなみに本学の着付け装
束班は京都で修行しておりますので、正しい着付けがで
きます。何十人、何百人はできませんが、そういうことも可
能でございます。案外、私どもはたいしたことないと思っ
ていますが、非常に感謝されることが多いので、もしそう
いった企画がございましたら、お声をかけて下さい。
　なぜそういったことをいうかというと、学生の勉強になる
からです。これが双方向なんだと思います。いわゆる体
験をしてもらうということもそうですが、いったらいっただけ
学生が勉強になる。ですから、そのことが一番の目的に
なります。まとめに入りますが、本学は日本伝統文化学科
というところなので、特質を生かそうということで、大学教
育と博物館連携を考えています。もちろんのことながら、
伝統文化は座学で学ぶようなものではなくて、実際にやら
ないといけないということで、お茶、お花、書道でも装束
でもそうなのです。とにかく手を動かすということを重視し
ています。それで、教育の一環として「日本伝統文化マ
イスター」という制度を設けております。これは、華道、茶
道、書道、装束、能・狂言、三味線・箏、雅楽、和歌披講
の８分野がありまして、これを全て履修して単位を取った
学生には、マイスターという称号を与えるものです。もちろ
ん本学のみの称号ではありますが、これだけのものを身に
つけている学生はそうそういるものではありません。どこ
にいっても通用する。平成２２年に設けたものですが、現
在まで１２名がマイスターとなっております。それから、先
ほどもいったように、人と人との関係から始まったことでは
ありますが、こちらの博物館は本学のホーム博物館といえ
ると勝手に考えておりますが、ホームがあるということは大
変に心強いことでありまして、博物館の方から何かこんな
ことはできないかということがあれば、すぐに対応できると

いうことでございます。双方向性というものが非常に強い
ところです。さきほどもいったように、私学と公的博物館が、
近くなり過ぎるのはどうかという意見が学内から出ることも
あります。それよりも、市民の方と学生に利益があれば、
それは超えるべきことだと思います。公の立場はあると思
いますが、そういったことは折り込み済みと言うようにして
います。で、幸せだったと思うのは、日本伝統文化学科
という学科はそういう意味で、伝統文化に直接触れる・体
験するということで、たとえば歴史系博物館でやっている
こととほとんど同じなのです。ということは、博物館のこと
を学ぶと、自然に伝統文化も学べるということで、博物館
学芸員の資格を取ろうと思うと、資格を取ることを通じて
学べてしまうということがあります。つまり、目的がほぼ一
致している訳です。そういう意味においては、本学の学
科の性格が合っていたと言うことです。そして、佐藤氏を
はじめといたしまして、この八千代の博物館が非常に理
解をしてくださって、相互に提案をできる関係になったと
いうことも幸運でした。連携が深まれば深まるほど学科と
しての教育効果も高まります。これは用意されたものでは
ないけれども、結果としてはそうである。であれば、博物
館課程を持っている大学は、ほかにも色 な々、たとえば獣
医学科であったり、それぞれの特徴があって、それを生
かせるのだろうと思います。そういったことを探していくの
が、この博物館と大学とを考えた場合のメリットになるので
はないかと思います。時間となりましたので、終わりにした
いと思います。ありがとうございました。
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　和洋女子大学の駒見と申します。私のテーマは「大学
博物館活動と地域連携」ということで、和洋女子大学文化
資料館での活動をもとにお話をさせていただきます。簡
単なレジュメを１枚用意しましたので、参考にしていただ
きたいと思います。
　始めに和洋女子大学の位置を知ってもらいたいと思い
ます。市川市の国府台という場所にありまして、すぐ西を
江戸川が流れており、この江戸川を渡れば東京都の江戸
川区から葛飾区になります。つまり市川市の西端で千葉
県の端でもあって、また国府台の北は松戸市に接しており、
行政区域が入り組んだ場所になるのです。大学博物館も
地域の方に来ていただかないと活動は成立しません。そ
の意味において大学博物館も地域博物館であります。和
洋女子大学文化資料館は市川市に所在しますが、今述
べた地域環境のもとで機能していくためには、行政域を越
えて活動をしなければなりません。当館は私立の大学博
物館という立場から、行政区域にとらわれずに博物館活
動をおこなっています。
　和洋女子大学文化資料館は歴史系の博物館で、収蔵
資料は埋蔵文化財が中心で、和洋女子大学のキャンパ
スがある国府台は古代下総国の国府が置かれた場所で、
キャンパス内の再開発の時に発掘調査がおこなわれまし
て、下総国府にかかわる多数の遺構と遺物が出土してお
ります。また隣接する国分台と呼ばれる台地上に併設の
中学校がありまして、ここも造成時に発掘調査が実施され
て下総国分尼寺の寺院地にあたることがわかり、たくさん
の遺物も見つかっています。ですから両方とも貴重な遺
跡で、そこから出土した考古資料を当館では展示してい
ます。また、和洋女子大学は裁縫の学校から始まってい
るので服飾関係の資料も多く収蔵しております。ちなみに
当館は大学の建物の１７階にあって、この建物は台地の上
に立っているので高層階からの展望がとても良いのです。
そこで高層からの景観も展示物の１つと位置づけて、西
側の東京方面を眺望できる展示室も設けています。
　それでは本題に入ります。本日の与えられた主題は
「博物館・美術館が地域にできること－共働・共生を目指
して－」ということで、博物館と大学あるいは企業との連携
の方向性をテーマとするということですが、和洋女子大学
文化資料館は大学附属の博物館ですから、各種の博物

館の中でも大学に一番近い関係にあって、大学と密着し
た博物館としての活動を報告しようと思います。文化資
料館では学生を取り込んだ活動に取り組んでおりますが、
博物館と大学が連携していく上で、大学が持っている一
番の財産は学生だと考えています。博物館と大学の連携
を考える場合、例えば研究の連携だとか、あるいは学芸
員と大学の研究者との連携も大切でしょうが、学生と博物
館が結びつくことでも良い連携ができるのではないかと思
うのです。
　そこで文化資料館の３つの活動から、「提言」という大
袈裟なものではありませんが、何かアイディアとなることを
お示しできればと思っています。

１　出前講座による博学連携の取り組み

　文化資料館では学校との連携を大事に考えています。
こちらの八千代市立郷土資料館でも大変熱心に博学連
携の活動をされているようですが、当館でも小・中・高等
学校との連携について、出前講座を中心に積極的におこ
なっています。当館の場合、みなさんの博物館と少し違う
のは、和洋女子大学の学生をこの出前講座に参加させて
いる点です。「参加させて」というよりは「希望者を募って」
が正確なのですが、大学生とともに文化資料館の資料を
持って各学校に出かけて行きます。参加する学生はこれ
まで学芸員課程の履修者に限定しておこなっていますが、
最後にもお話しますように、学芸員課程の履修学生に限ら
なくてもいいんじゃないかと現在は思っています。取り組
み方次第では、多くの学生を活動に参画させることができ
るだろうと考えています。
　文化資料館が実施している出前講座での学習の目的

報告２　大学博物館活動と地域連携－和洋女子大学の活動から－
和洋女子大学言語・文学系教授　駒見　和夫
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は、いつの場合も大きく２つを掲げています。講座では
館の収蔵資料のうち、主にキャンパス内遺跡から出土し
た実物の土器などの考古資料を教材にしていて、土器を
ただ見せて説明するだけではなくて、せっかく資料を持参
するのだから子どもたちに触って体験してもらうことをおこ
なっています。この資料の触察を通して、古代の生活や
地域の歴史を体験的に学ぶことを目的の１つとしている
のです。国府台の周辺地域の学校であれば、国府台地
域の古代の歴史をテーマに出土した実物の資料に触って
もらい、そこから地域の歴史を少しでも身近なものに捉え
てもらうことがねらいとなります。そして、このような実物資
料で地域の歴史を学ぶことができるのは地域にとってす
ごく有益なことで、そのための博物館は有意義で実はとて
も楽しい場所だということに気づき、博物館の活用方法を
知ってもらうことが２つ目の目的です。要は博物館リテラ
シーの入口の部分を作るということです。大きくはこの２
つの目的を掲げて出前講座を実施しています。
　出前講座を実施する際には必ず指導計画を作って、学
校の先生と事前に２度くらいの打ち合わせの機会を持っ
て、学校からの要望などを聞きながら実施内容をまとめて
いきます。この出前講座では、先程も申し上げましたが、
大学生が参加することが大きな特徴でありまして、土器の
触察の際に学生が子どもたちの中に入って、コミュニケー
ションを交わしながら触察することに重点を置いています。
これが学生の主な活動となりますが、その他にも講座の終
わり近くで学習内容を振り返るクイズをおこなっていて、そ
こでも学生が参加して子どもたちが学んだことを確認して
いきます。このように学生が講座の大事な部分を担って
進めています。
　いくつか写真をお見せします。最初は体育館を会場に
した出前講座の場面で、最初に学生も一緒に並んで挨拶
して始まり、主要な内容は学芸員がパワーポイントで説明
を進めていきます。触察体験はグループになってもらい、
学生がそれぞれ５人から１０人くらいの子どもたちを担当
します。触察の時にはちょっと触るだけでなく、よく触って
もらって匂いも嗅いでもらい、できるだけ子どもたちとコ
ニュニケーションを交わすようにしながら進めていきます。
また事前に用意したワークシートに、資料のスケッチや触
察の感想なども書きながら観察と触察をしていきます。こ
のワークシート作りでも学生が協力していて、学生のアイ
ディアを取り入れたものになっています。次は別の学校で
の講座の写真で、土偶の触察の場面です。触察する前
に「両手で優しく持ってください」とか「振り回したり高く上

げたりすると危ないから止めてね」という注意点を学生が
話しています。次の場面は学生と子どもたちが頭を突き
合わせながら観察しているところですね。
　次の写真は近隣の国府台小学校の６年生に実施した
様子です。ここの６年生は３クラスあって、学校側の要
望はこの３クラスを同時に実施したいというものでした。
多くの場合、出前講座を実施する時には学校側は統一的
なカリキュラムとして繋げていく点から、１クラスだけでは
なくて、最低でも学年単位でおこないたいという希望が出
されます。皆さん方の館でもいろいろと工夫されておられ
るのだと思いますけど、複数クラスで大勢の人数になると、
博物館から１人だけで行って対応するのはなかなか難し
いですね。大学博物館である文化資料館の出前講座の
メリットは、学生が一緒に行ってチームティーチングでの
取り組みができるということです。この国府台小学校での
講座は、３クラスの約１１０名を対象に最初はパワーポイン
トで全体に講話をおこなって、その後５つのグループに
わかれ写真のように車座になって床に座り、そこに学生が
土器を持って入り触察を進めていくスタイルで実施しまし
た。学生は児童とのコミュニケーションに努めるようにして、
「この土器は何に使っていたと思う？」とか「土器はどんな
手触りがする？」という話題を投げかけながら進めています。
次の写真は別の中学校の例で、この場合は会場が教室
だったので机を合わせてグループを作り触察をしていま
す。次もまた別の中学校の例になりますが、観察しながら
ワークシートを記入しているところです。
　次の写真は、東京都の葛飾特別支援学校で知的障害
の高校２年生を対象にした講座の様子です。先程も申
し上げましたように、文化資料館は行政区域を越えて活
動していて、この学校からの要請があって実施していま
す。昨年より２年継続していて、今年は中度と重度障害
のある生徒たちを対象におこないました。知的障害のあ
る子どもを対象にする場合、個々への対応が必要になりま
す。ですから、私だけが１人で行って講座を進めようと
するのはとても無理です。学生が一緒に行ってチーム
ティーチングで対応するから、特別支援学校でも観察や
触察の学習が可能になるわけです。学生とチームになっ
て賑やかに進めると、学校の先生方もたくさん入ってきて
くれて、このようにスムーズにできました。この講座では触
察だけではなく、土器の接合の模擬体験として現代の割
れた茶碗の接合作業をおこないました。
　次に写真で示したのは学生が工夫して作ったワーク
シートで、特別支援学校で使用した中度と重度の知的障
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害がある生徒用のものです。事前に先生と協議をした時
に、中・重度障害の生徒はワークシートに所見や感想を書
くのが難しいということを教えてもらいました。そこでどん
なことなら可能か先生に相談したところ、解答をイラストに
したものから選ぶことならできるということでした。そこで
「この土器はどうのようにして使ったのかな？」と問い、その
答えを解答シートの４つのイラストから選んで切り、ワーク
シートに貼るかたちにしました。これらのイラストも学生が
書いてくれたもので、講座の事前準備の段階から学生が
協力する体制をとっています。
　次は和洋女子大学の併設中学校での写真で、学生が
お揃いのトレーナーを着て活動している様子です。昨年
まで学生はそれぞれの私服で講座に参加していましたが、
子どもたちに出前講座を特別な学習の場だという期待感
を高めるために、ユニフォームのようなものを着用してはど
うかという指摘を学校の先生から受けました。例えば、み
んなが白衣を着て並ぶと特別なプログラムだという気持ち
がして、子どもたちの気持ちが盛り上がるだろうというわ
けです。でも白衣は裾が邪魔になってしまうのでトレー
ナーを作りました。トレーナーの背中の部分には学生がデ
ザインした文化資料館のキャラクターがプリントしてあり、
こうしてお揃いのトレーナーを着てチームティーチングの
講座を進めると、確かに雰囲気が盛り上がるような感じが
しています。
　このような出前講座の際には、講座評価の目的で事前
と事後にアンケート調査をおこなっています。ここに表示
したグラフは和洋国府台女子中学校の２年生に実施した
調査結果です。事前のアンケートでの「身近な地域の歴
史を勉強するために博物館を利用したいと思いますか？」
という質問に対して、「思う」と「思わない」がそれぞれ半数
くらいに分かれていました。ところが事後のアンケートで
の「地域の歴史を学習するため博物館に行きたいと思いま
したか？」の問いに対しては、「とても思った」「思った」「少
し思った」という肯定的な回答は合わせて８割以上となっ
ています。この結果から、目的の１つに掲げている博物
館利用の動機づけについて効果が出ているものと思いま
す。どの出前講座であってもおおむね同じような結果が
示されています。
　そして「講座ではどのような点が良かったですか？」とい
う事後の質問に対しては、複数選択の回答ですが一番多
いのは「実物観察の時の大学生のサポート」です。学生
が参加したチームティーチングの方法がもっとも評価され
ているわけで、三番目に多い「講座での大学生との会話」

も学生とのチームティーチングに関連した評価だと思われ
ます。大学生とのコミュニケーションを通じて資料の事を
学んでいく、そうしたスタイルが有効なのだということが認
識できます。また、二番目に多い「歴史クイズの実施」も
学生が質問して子どもたちに答えを聞くスタイルで、活動
の中心は学生なのです。したがって、大学生が参加する
出前講座の方法が高く評価されていることがわかります。
私がパワーポイントで一生懸命解説する部分は、残念な
がらあまり高く評価されていません。そのような結果がア
ンケートに示されています。
　つまり、大学生が参加する出前講座の実施は、学芸員
と学生のチームティーチングの体制を作ることが可能に
なって、その結果、講座を進める学芸員や学生と受講者
との間にコミュニケーションの機会を創出することができる
ことになります。そのことが、児童生徒の学習効果を高め
る上で顕著な効果をもたらすようです。

２　出前講座プログラムと大学生の社会実践教育

　大学生が参加する出前講座が児童生徒にどのような効
果があったかという視点でこれまで述べてきましたが、一
方の大学生にとってはどんな意義があるかについてお話
しします。
　大学生に対しては、出前講座プログラムによる社会実
践教育という位置づけで実施しております。大学生をた
だ連れて行くのではなくて、参加する学生に計画的な教
育プログラムを設定して、その上で博物館の出前講座に
参加してもらうことを２年前からおこなっています。具体
的には合計３時間程度の２回の事前研修と、事後研修も
２回実施しています。事前研修は２～３週間前と直前
に設定していて、研修内容は学習テーマとねらい、具体
的な学習内容と活動、指導上の留意点について相互理
解を図っていきます。その際には学生から意見やアイディ
アを出してもらいながら講座内容の検討と準備を進めます。
さらにこれと並行して、学生には自主研修と研究を課して
います。講座で扱う資料についての自主学習です。資
料に関する知識が多いほど子どもたちとのコミュニケー
ションが活発になることを学生に伝え、積極的な自主研究
を促すようにしています。中には、自分自身でオリジナル
な教材を作って子どもたちへの説明や会話で用いる意欲
的な学生もみられます。このような事前研修を経て出前
講座に参加することとなるのです。
　講座では先程からお話ししているように、触察体験の
ワークショップと博物館の活用方法の説明などを学生が
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担当します。学生には児童生徒とのコミュニケーションを
積極的におこなうことを強く求めています。
　そして出前講座が終わると、なるべく早い段階で省察と
自己評価を１時間程度の時間でおこないます。参加者
全員で意見や感想を述べ合った後に、各自の活動を
チェックシートで評価してもらいます。さらに後日になりま
すが、出前講座での実践活動を学芸員課程の授業の中
で報告する時間を設けています。参加者の学習成果を
他の学生にも広げることを意図したものです。この写真は
報告会での学生のプレゼンテーションの様子で、活動内
容や子どもたちの反応などを他の学生に説明していると
ころです。
　評価のチェックシートでは、「学芸員資格取得を目指す
上で出前講座実施プログラムへの参加はどのような意義
がありましたか？」という質問を設けています。これに対す
る学生の記述をまとめると、おおよそ５つの意義が示され
ています。博物館に対する理解が深まった、学芸員に対
する理解が深まった、学芸員に必要な能力や技術が会得
できた、講義で学んだことの実践化ができた、学芸員資
格取得への意欲が向上した、という内容に集約されます。
最初にお話ししたように、出前講座への参加は学芸員課
程の学生を対象にしているので、これをきっかけに学芸
員職への意欲向上につなげることも強く意図しているので
すが、そういう点に意義を感じたとする意見はとても少な
いんです。出前講座に参加した学生の満足度は非常に
高いのですが、どの部分で高いのかと言うと、学芸員に
なるという気持ちが強くなったというのではなく、例えば学
習支援活動を実践して貢献できたこととか、あるいは子ど
もたちとのコミュニケーションの方法や資料の解説を実際
に体験できた点などに高い満足を感じているようです。
だから何も学芸員になるとかではなくて、社会実践の場と
して大変良い経験が得られたと捉える評価なのです。
　このように、計画的な教育プログラムによって実践した
博物館出前講座は、学生にとって充実度や満足度が高
い学習プログラムとして評価してくれています。その評価
は学芸員職に対する学習成果にとどまるものではなくて、
それ以上に幅広い社会貢献や実践的学習の有益な機会
となる点に意義を感じていることが、学生の自己評価から
捉えることができます。

３　教育委員会と連携した社会貢献

　もう１つ、教育委員会と連携した社会貢献についてお
話しします。文化資料館では、公立の歴史系地域博物

館が設置されていない基礎自治体での博物館出前講座
に昨年から取り組んでいます。このような自治体では地域
の文化財が学習資源として有効に機能しておらず、また
博物館環境が整った自治体と比較して博物館の利用意
欲が低いのではないかと考えています。
　そこで、このような基礎自治体である茨城県猿島郡の
五霞町で出前講座をおこないました。五霞町は小規模な
自治体で博物館が無く、公民館の中に小さな郷土資料室
が設けられていて、考古資料や民俗資料が展示されてい
ます。五霞町には冬木貝塚という学術的にすばらしい縄
文貝塚があって、そこから出土した遺物が郷土資料室の
中心的な展示になっていますが、学芸員がいるわけでは
なく、通常は部屋に鍵がかけられていてほとんど利用され
ていません。そこで、この郷土資料室の資料を使って出
前講座を実践することによって、地域の文化財の有効活
用になるのではないかと考え、五霞町の教育委員会の了
承と協力を得ておこなうことができました。五霞町には小
学校が２校と中学校が１校あって、すべての学校で実
施しました。写真はその様子です。
　五霞町での講座のアンケート結果を、以前に実施した
市川市の国府台小学校６年生でのアンケート結果とグラ
フに表して比較してみました。国府台小学校は近隣に市
川市立の歴史系博物館がある学校で、ここでの事前アン
ケートでは「自分が住む地域の歴史に興味があります
か？」に対して、「とても興味がある」と「興味がある」と答え
た児童が５３％でした。これが事後に「地域の歴史に興味
が持てましたか？」と問うと、「とても興味が持てた」と「興味
を持てた」で８０％に数値が大きく上っています。また、「地
域の歴史学習で博物館を利用したいと思いますか？」との
問いには、事前のアンケートでは「思う」と「少し思う」の合
計は約７割ですが、講座後には８割以上に増えているの
です。
　一方、五霞町での出前講座は小学校５・６年生と中学
校１・２年生の２５７名を対象に実施して、国府台小学校と
同様の質問をおこないました。「自分が住む地域の歴史に
興味がありますか？」に対して、「とても興味がある」の回答
が約４％ですごく少ないんですね。「興味がある」を合わ
せても３０％程度でしかありません。つまり、公立の歴史系
博物館が無い自治体の子どもたちは、自分の住む地域の
歴史に興味が持ちにくいんじゃないかと観察されるのです。
そして事後の「地域の歴史に興味が持てましたか？」の質
問には、国府台小学校と同じように「とても興味が持てた」
と「興味を持てた」で８０％以上を占めるようになっています。
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また、「地域の歴史学習で博物館を利用したいと思います
か？」には事前の回答で６７％が利用したいと答えていて、
かなり高い要求が認められるのです。事後の回答ではこ
れも７３％にわずかですが増えていて、この結果からする
と博物館を利用したいという意識はかなり高いことがわか
ります。
　このように市川市の国府台小学校と五霞町の小・中学
校の両者を比較してみますと、「自分が住む地域の歴史に
興味がありますか？」に対しては、「とても興味がある」「興
味がある」と回答した割合は国府台小学校では５３％です
が、五霞町の小・中学校は３３％でしかありません。この
数値に表れた差が、基礎自治体に公立の歴史博物館が
有るか無いかの違いなのではないかと思います。また、
「地域の歴史学習で博物館を利用したいと思いますか？」
との問いに、国府台小学校は「思う」「少し思う」で６０％あり、
五霞町の小・中学校は６７％で国府台小学校を上回る意
欲があるわけです。つまり五霞町のような公立の歴史系
博物館が無い地域に出向いて出前講座をおこなうことで、
意欲のある子どもたちを行政域を越えて博物館に呼び込
めるのではないかと思うのです。
　公立の歴史系地域博物館が設置されていない基礎自
治体での博物館出前講座は、博物館活動の視点で地域
の文化財を学習資源に位置づけることによって、その認
知度が高まることになるはずです。同時に児童生徒の博
物館リテラシーの育成支援に取り組むことで、自治体の枠
を超えて周辺地域の博物館利用率の向上につなげること
ができるのではないでしょうか。五霞町のすぐ隣には千
葉県立の関宿城博物館がありますが、五霞町の教育委員
会と連携して県域を超えた出前講座ができれば、意欲の
ある子どもたちの博物館利用を強く促せるのではないかと
思うのです。

４　博物館の学習支援活動と大学生の社会実践学習の結合

　まとめに入りますが、博物館の学習支援活動と大学生
の社会実践学習とを結びつけることが可能で、それが博
物館と大学との連携の１つのスタイルになり得るのではな
いかと思っています。博物館活動に興味関心が高い大
学生をアウトリーチ活動などの参画者として位置づけてい
くのです。現在の大学では学生の社会実践に重点を置
いています。学生が実践した地域でのボランティア活動
や社会貢献活動などを履修単位として認める制度を、千
葉県でも多くの大学が設けるようになっていて、大学では
そのための活動先を探している現状があります。また単

位認定とは関係がなくても、学生には何らかの社会実践に
参加したいというニーズが極めて高いように思われるので
す。和洋女子大学にも大学公認のボランティア組織があ
りますが、そこには全学生のうち約５％が登録しています。
社会への何らかの貢献活動をしたいという学生のニーズ
も高いのです。
　ですから、ある程度博物館に関する知識のある学生が
望ましいでしょうが、知識のない学生でも博物館側が先
程示したような事前の研修プログラムなどを組んで実施
することによって、大学生の参加を得て博物館の出前講
座に取り組むことが可能になるのではないかと思います。
また、大学生を加えてチームティーチングができるようにな
れば、各博物館の活動の幅が今以上に広がると思うので
す。そして大学生を博物館でのアウトリーチ活動の参画
者に位置づけることで、博物館における学習支援活動と
大学における学生教育を有意義に結びつけるシステムと
なる可能性があるのではないでしょうか。さらに両者の相
互連携の推進は、生涯学習社会に位置づく博物館にとっ
て、生涯学習がさまざまな世代に対して多様な学習の機
会を提供するという視点から見ていけば、博物館の生涯
学習機能を大きく広げていくことに結びつくはずだと思うの
です。
　これが私からの提言というか、アイディアとしてお示し
するものです。ご清聴ありがとうございました。
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　弊社は明治３２年創業で、成田山参道で参拝者向けに
栗羊羹を製造して販売したのが始まりです。明治３０年
に本所から成田まで鉄道が開通し、それまで成田街道
を歩いて来ていた参拝者が日帰り出来るようになり、
成田山の参拝者が大幅に増えました。創業者の諸岡長
蔵がせっかく成田山に来ていただいた方にお持ち帰り
いただく、何かよいお土産はないかと考えまして、現
在はありませんが、新勝寺の精進料理栗羹からヒント
を得まして、栗羊羹を考案、販売したのが始まりです。
今年で創業１１４年を迎えました。現在では、羊羹・ドラ
焼き・焼き菓子・生菓子など和菓子全般を扱っており
ます。成田山の表参道の本店を中心に千葉県北西部に
直営店１５店舗、テナント店１３店舗を展開している企業
でございます。
　それでは、成田羊羹資料館の説明をさせていただき
ます。資料館は成田山参道のなごみの米屋總本店の敷
地内にあります。創業の精神、成田山参拝記念として
の羊羹の歴史・作り方などを展示することにより、成
田名物としての羊羹を紹介することを目的に平成１４年
１０月、總本店の改築に合わせて設立されました。今年
で開館１１年目になります。延床面積２３８．４８㎡（約７２坪）、
２階建てで、１階・２階とも３０人のお客さんが入ると
いっぱいになってしまうような小さな資料館でござい
ます。来館者は平常月１，０００人前後、正月期は４，０００人
以上あります。資料館目当てで来ていただいている方
と總本店でのお買い物のついでに寄っていただいた方
が主な来館者です。来館者数の面では非常に恵まれて
おります。展示内容ですが、１階では４月～９月と１０
月～翌年３月までの年２回企画展を開館以来開催して
おります。２階は常設展示で、羊羹の歴史・羊羹の
パッケージ・看板類・手紙・道具類など３００点程を展
示しております。開館時間は１０時～１６時。休館は展示
替えの時のみです。入館料無料です。
　資料館の取り組みとして、成田名物である羊羹に愛
着を持ってもらうために、弊社のみならず、全国各地
の羊羹の展示と羊羹のルーツ・変遷を展示しています。
また、企画展においては、成田をテーマとした展示も
行っております。お手元の資料の方に企画展の一覧が
ありますが、第８回「成田山参道のおみやげ展」。これ

は成田山参道の発展とお土産の歴史を取り上げました。
第９回では「成田山開基１０００年祭を振り返って」。成田
山開基１０７０年に合わせて、昭和１３年に行われた開基
１０００年祭の様子を展示したものです。第１５回「成田ゆ
かりの人物展」。成田ゆかりある市川団十郎・二宮尊
徳・木内惣五郎などを取り上げました。第１６回「成田
街道と成田山参詣の旅」。成田街道の昔の様子と現在
まで残っている建物や石碑などの写真を展示しました。
第２０回は「成田の風景　いま・むかし展」。これら企
画展は、成田により親しんでもらうために開催しまし
た。
　本来ですと、企業資料館ということで米屋羊羹資料
館と名称になるのでしょうが、成田と羊羹に愛着を
持ってもらうことを考えて、あえて「成田羊羹資料館」
という名称にいたしました。
　団体見学者への対応ですが、資料館・總本店・敷地
内にあります旧跡庭園をご案内しています。３０分位の
コースで、町内会や老人クラブといった方々が中心で
す。年に２０～３０団体が来館します。ご希望があれば個
人の展示案内も行っております。それから、中・高校
生の見学があります。成田市内の中学校では、成田山
参道の自由研究を行っており、参道のお店に行って取
材などをするのですが、資料館にも多く来られます。
またお店では販売の体験学習を行っています。中学生
の中には羊羹を食べたことがないという人もおります。
　次に地域に密着した施設ということで、總本店内に
は「成田生涯市民ギャラリー（愛称：ギャラリーなご
み）」を設置し、市民の方々を中心に貸出を行っており
ます。これらも資料館が管理しております。週替わり
で成田近隣のサークル活動の場として、書道・陶芸・

報告３　企業博物館と地域連携の課題
米屋株式会社（成田羊羹資料館）調査役　　宮内　　智
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絵画・押花の展示が行われています。成田にはギャラ
リーのような施設が少ないので、このギャラリーは３
年先まで予約で埋まっております。
　總本店２階で、毎週水曜日午前・午後２回、各定員
１５名で、お菓子教室を開催し、和菓子作りの体験して
頂いています。応募者が多数あり、抽選を行うほどの
人気です。
　お不動様旧跡庭園と庭園が敷地内にあります。永禄
の昔に、故あって成田山のお不動様がご遷座された場
所です。平成４年に整備いたしまして、毎年４月には
野立てお茶会が庭園で開催されております。期間中
２，０００人前後の方々が訪れています。
　資料館の課題をお話ししますと、現在２名で館の運
営をしております。私が企画展の実施、展示物の作成、
館内のご案内、広報関係をこなしています。小さい資
料館ですから、リピーターを増やすために年２回の企
画展の充実を図ることが最大の課題です。企画展の充
実を図るためには、成田市や他の博物館との相互協力
が必要だとは感じております。現在までの成田市との
関わりと言えば、三里塚御料牧場記念館の館内撮影、
成田市発行の書籍の複写など、資料の複写や撮影の許
可を市にお願いしていることです。企画段階ではあり
ますが、平成２６年、成田市が市制６０周年を迎えること
から、資料館でも成田市制６０周年をテーマに企画展を
開催したいと考えているところです。何ができるかを
成田市と話し合いながら進めていきたいと考えていま
す。また、他の博物館との関わりですが、静岡県に「石
の博物館」がありまして、館長さんが紙を集めるのが
趣味で、羊羹ペーパーも多く集められておられます。
明治末から昭和５０年までの羊羹の包み紙・ラベルの写
真集を出されてます。収集した資料のうち２００点近い
資料を複写させていただき、企画展を開催したことが
あります。東日本鉄道文化財団鉄道歴史展示室の企画
展に資料の貸出を行ったことがあります。他には国立
歴史民俗博物館に資料をお借りしたり、成田山霊光館
とは資料を借りたり、資料の内容の問い合わせを行っ
たことがあります。現状は以上のとおりです。
　先程もお話いたしましたが、当館としては企画展の
充実が必要ですが、２０回を数えますと、新しいテーマ
探しや資料探しに苦労している状況です。これからも
成田市や他の博物館と交流を深めていきたいと思って
おります。
　以上で報告を終わります。
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司会：お三方にご報告いただきました。ありがとうご
ざいました。それでは質疑・討議に移らせていただき
たいと思います。コメンテーターを紹介いたします。
最初に菅根幸裕さんをご紹介いたします。菅根さんは
千葉経済大学経済学部教授でいらっしゃいまして、博
物館学、日本民俗学でご教鞭をとられております。ま
た、千葉経済大学地域経済博物館を設置され、学内外
において活動されておりまります。菅根さんは、千葉
県総南博物館に長くお勤めになられ、大学で博物館学
を教えられており、大学と博物館の両方を熟知されて
いると思いまして、本日お呼びいたしました。
　菅根さん、よろしくお願いいたします。
菅根：ご紹介いただきました菅根と申します。青栁さ
ん、駒見さんのご報告は同じ大学教員と大変勉強にな
りました。私、大学の教員といたしまして、大学博物
館は大学の広報に非常に役だっています。大学では入
学生の確保が問題となっています。皆さんの博物館で
問題になっているのは入館者の確保だと思います。そ
ういった究極の問題に対し、大学と博物館がいかに、
利益と申しますか、協働していくことができるか。地
域の学校や博物館との協働は大学にとっては非常に大
きな広報活動となります。ただし、千葉県の大学の教
員の実情を言いますと、千葉県の大学教員の多くは千
葉のことをよくは知りません。実は東京在住の方が多
いのです。学生は千葉県在住者が多く、千葉のことが
好きで、千葉から離れたくない、就職したいと思って

いる学生が多くいます。千葉に就職先がなくて困る場
合もあるのです。博物館の方が大学教員などに千葉の
良さを教えるということは、地域に根差した博物館を
運営されている皆様にしか出来ないことですので、そ
ういったことをお願い出来ないか、と思っています。
　また、お互いにどういったものを持っているか。大
学には研究という機能があるのですが、発表する場が
あまりない。博物館は展示という形で研究成果を発表
する場を持っています。しかしながら、大学のプログ
ラムの中に博物館を入れるのは難しい現状です。なん
とかしたい面もございますが、博物館の方から大学に
来て、教員や学生に千葉のこと教え込んでいただきた
い。博物館の側からのアウトリーチを願っておる次第
でございます。
司会：ありがとうございました。菅根さん、森田さん
お二人のコメンテーターには、これからご議論に加
わっていただきまして、随時ご意見をいただきたいと
思っております。
　それでは、もう一方、森田さんのご紹介を致します。
　森田さんは、千葉県立現代産業科学館の普及課長を
なさっておられます。現代産業科学館は県内でも随一
の企業との強い連携を行っている博物館です。館の活
動をバックアップする展示運営協力会という企業が集
まった組織があります。私も昨年度、スタッフの一員
としておりましたが、とても熱心に活動されている組
織です。展示運営協力会の他にも地元企業を紹介する
展示活動など、企業との連携に積極的な博物館です。

質 疑 ・ 討 論
コメンテーター　千葉経済大学経済学部教授　菅根　幸裕

千葉県立現代産業科学館普及課長　森田　利仁
パネラー　青栁　隆志・駒見　和夫・宮内　　智

司　　会　尾﨑　　晃

会場風景

挨拶する堀田千葉県立中央博物館長



－３５－

館の展示資料は現代の科学や産業に関わるものですが、
森田さんは博物館界全体を見渡しての様々なご提言を
されている方ということもあり、本日お呼びいたしま
した。森田さんよろしくお願いします。
森田：現代産業科学館に来て、やっと９カ月経ったば
かりですので、現代産業科学館については、司会をさ
れている尾﨑さんの方がお詳しいと思います。
　こういった場でお話する時に、連携という言葉につ
いて意見を言うことがあります。日本の博物館におい
て、他館や外部との連携が盛んに言われるようになっ
たのは、バブル経済が崩壊し、自治体の財政が悪化し
てきて、新たに建物を造ったり、人を雇ったり、資料
を購入したり出来なくなってきたという背景があり、
直接的なきっかけとしては、おそらく平成１０年に生涯
学習審議会が「社会の変化に対応した今後の社会教育
行政の在り方について」という答申を出した、その中
で今日の博物館行政の在り方が決まってしまったので
す。例えば、文部科学省が出している「博物館の設置
及び運営に関する望ましい基準」の中で、以前は博物
館では何名以上の学芸員がいることが望ましいと具体
的な数字が書かれていましたが、答申が出て以降、学
芸員の数に関する項目が無くなってしまいました。文
部科学省では、これを博物館行政の大綱化と弾力化と
述べているのですが、どういうことか言うと、勝手に
やって下さいよ、ということに近いんです。弾力化は、
今まで厳しい基準でやってきたけど、博物館の自主性
に任せますよ、ということです。大綱化は、それまで
に博物館法からもれていた小さな博物館も博物館とし
て認めますが、行政は具体的ところにはあまり関わら
ないよ、という姿勢、腰を引いてしまったのが大綱化
の本音ではないか、と思います。そういった時に博物
館界では一番大きな団体である日本博物館協会が文部
科学省から委託を受けて、「対話と連携」という調査
研究報告書を出しました。
　その中で「連携」という言葉がクローズアップされ
て、博物館協会のあらゆるところで連携という言葉が
語られるようになってきました。「対話と連携」を改め
て読み直してみると、博物館が持っているヒト・モノ
を相互に活用していきましょう、それが今後の博物館
の飛躍の鍵になりますよ、というのがここに出てくる
「連携」です。ところが、平成１３年以降約１０年間、様々
な博物館の方と接する機会があって感じていることな
のですが、それぞれの館が持っている個性的なヒト・

モノを相互に活用していき、長続きしている例は非常
に少ないのではないか、と感じます。ただ、少ない中
でも成功例がありまして、それは小さい館同士の連携
という場合が多くあるような気がします。大きい館・
大きい組織同士の連携は短期的には成功しますが、長
続きせず、時には形骸化してしまう例が多いような気
がします。
　それがなぜか、と考えることがありまして、これは
私の考えなのですが、連携を失敗に基づく方程式があ
ります。一つは国の外交と同じです。例えばAという
国とBという国がそれぞれ別々の資源を持っていると
します。じゃあ、国のトップ同士がお互いの資源を利
用しあえば、お互い幸せになれるのではないかと、外
交交渉をして、そうすることになったとします。しか
し、資源にはそれぞれ価値がありますから、自分の国
が持っている資源が世界的には高値で売れるのに、な
んであの国にだけ協力しなければならないのか、また
反対に、あの国の資源を貰うより、別の国の資源を
貰った方が良いし、安くなるのではないか、という国
内世論が必ず出てきます。
　冒頭に、司会の尾﨑さんが対等な関係を作らなけれ
ばならないとおっしゃいましたが、短期的には対等な
関係はあり得ないのではないか、と私は思っています。
短期的には必ずどちらかが得をし、どちらかが損をし
ます。それは国と国とも、館と館とも同じであると思
います。ですから、連携は長期的にやっていく必要が
あります。長期的にやってこそ、始めて５０対５０の関係
が構築出来ます。損得が相殺される。ところが長期的
関係を継続させるためには、短期的に内部の反対意見
を説得しなければなりません。それは大きな館・組織
になれば組織内世論が必ず出てきます。そういった時
に長期的には得をするから、長期的にやることが大切
だということを、しっかり説明をし、納得してもらい、
組織を一つの方向へ持って行くという強い意志がない
と、いつの間にか、引き継いだから行うけど、なし崩
し的にやめてしまおうという意見が必ず出てきて、連
携が形骸化してしまいます。そういったことが、大き
な館・組織では連携を成功に導けない理由でないか、
と思っています。
　他にも様々な理由はあるとは思いますが。本日の
テーマ、大学・企業と博物館の連携はとてもこれから
先、色々な展開が出来て面白そうだと思ったのですが、
平成１３年以降、行ってきた様々な連携の標本を我々が
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身につけていない以上、短期的なお祭り騒ぎに終わっ
てしまうのではないか、と私は心配しています。
　あるいは学芸員と教員、学芸員同士の個人的な繋が
りがあるうちは成功するが、無くなれば形骸化すると
いう同じような失敗を繰り返してしまいます。これは
否定的な意見ではなくて、そういった反省を踏まえて、
しっかりやっていかなければいけないのかな、と思っ
ています。
司会：ありがとうございました。お二人からコメント
を頂きましたので、報告を頂いたお三方からご意見を
頂きたいのですが、青栁さんいかがですか。
青栁：菅根さんのお話から、大学のPRのためでの大
学博物館は必要だと感じます。人文系大学は現在非常
に厳しい状態です。私、現在学生部長という職ですが、
来年から入試広報部長でございます。入試広報部長は
大学をアピールするのが仕事ですので、リソースだけ
なく、PRの手段として博物館も当然あり得ることだ
と思います。私も大学博物館を構想していきたいと決
意を新たにした次第です。
　それから、森田さんのお話でございます。人的な交
流から始まった連携は、人的交流が絶えた場合に衰微
しやすい、それはそうだと思います。当然そうだと思
うからこそなるべくそうならないように親密なうちに、
この人がいなくなった場合でもしっかり連携が続けら
れるよう配慮しているつもりでおります。そうでなけ
れば、せっかく築いた関係が何のために築いたのかよ
くわからなくなります。つまり、友達関係で繋がって
いる関係であってはならないと、常に思っております。
　幸いにも八千代市郷土博物館の皆さんは温かい目で
見ていただいておりますので、引き続き、事業を一緒
にさせていただいております。必要ないと言われれば
致し方ないですが、様々な提言をしつつ、連携させて

いただいております。そういったことを肝に銘じた上
で連携していかなければならないと感じました。
駒見：コメントが難しいですが、森田さんのお話をお
聞きしてそうだなあと思う面が多いです。博物館が地
域と連携するというのは生涯学習社会への対応なのだ
ろうと思います。自分達だけで出来ることは限られて
いるだろうし、様々な資源を利用して、連携していく。
確かに５０対５０の関係は難しいと思います。何をもって
５０対５０というのかも難しいと思います。それぞれメ
リットがあるから連携したいと思うわけで、少しでも
メリットを感じればそれは５０対５０なのではないか、と
思います。連携の形をシステム的に作っていくことは、
それはそれでよいと思います。しかし、それをやって
いくのは人ですし、一生懸命やっている博物館は人が
充実しているところです。やる気のある学芸員がいる
館は一生懸命やっている。いくらシステムを作っても、
学芸員・職員の気持ちの問題が重要だと思っています。
少し言い過ぎでしょうか。そういう風に思うところが
あります。ですから、連携の形は一つだけでなく、決
まった形がずっと続くのではなく、どんどん変わって
いってもいいのではないかと思います。システムとし
てきちっとやるより、やる気のある学芸員がいる時に
色々なことをやっていく、違う視点を持った学芸員が
来た時には違う視点でやっていく、そういう風な連携
があってもいいのかなと思いました。極端な話ですが、
継続しないことが失敗なのでしょうか、また別の新し
い連携が出てきてもいいのではないかなと思います。
森田さんに怒られるかもしれませんが、何かそんなよ
うな感じがします。
司会：ありがとうございました。宮内さんはいかがで
すか。
宮内：私は博物館との相互協力を課題に挙げたのです

コメンテーター パネラー
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が、企画展を行っていく上で、モノがない、画像がな
い、どこへ行ったらいいのだろう、どうやって手に入
れたらいいのだろう、というところに苦労しておりま
す。これは私が知らないということなので、その辺は
勉強していかないといけないと思っています。それか
ら他の博物館から資料をお借りし、必要な資料があれ
ばお貸しするというところから関係を築いていかない
と企画展を続けていくというのは難しいのかなと感じ
ました。
司会：ありがとうございました。森田さんのお話から
入ってしまい申し訳ないのですが、小さい館同士と大
きい館同士では対応が異なるというご意見があり、連
携は長続きしなくても、失敗してもいいのではないか
というご意見もありました。会場にも大きな館の方、
小さな館の方がおられると思いますが、いかがでしょ
うか。実際の連携失敗談でも、こういった事例がある
ということでも構いません、ご報告いただける方はお
りませんでしょうか。
　今はないようですので、少し話を進めさせていただ
きたいと思います。駒見さんがおっしゃったように失
敗しても構わないと、青栁さんが人と人との関係がで
きているうちに組織と組織でやっていけるようにした
い、最初は人の繋がりから入った連携を組織として永
続きできるようアプローチしていた、というお話をい
ただきました。確かに、人と人の繋がりをどれだけ伝
えられるか、というのは非常に難しい問題だと思いま
すし、館の大小に関わらず博物館として大事な問題だ
と思います。では、人の繋がりがなくなったら終わり
でいいのか。どうやったら人と人の繋がりを継続させ
ているのでしょうか。青栁さんからご意見をいただけ
ますでしょうか。
青栁：私の場合は最初５年間位、同じ学芸員の方と
ずっとやっていましたが、人事異動があり、いずれ居
なくなるのは覚悟しておりました。それが今年か、来
年か、再来年かはわかりません。そうだとすると、人
が変わることを踏まえてのプランニングをしていかな
ければならないし、次にどんな人が来るかは分からな
いので、ノウハウなどをある程度、継承できるように
作っておかなければなりません。私どもの場合は幸運
にもその期間が５年間位あったので、それが出来たと
いう経緯があります。これから連携をしていく上では、
人の入れ替わりを想定していかなければなりません。
偶発性に頼るのではなく、永続性を求めるのであれば、

人と人の繋がりに頼らない普遍的な、マニュアル対応
というと語弊があるかもしれませんが、そういったも
のが必要になるのではないでしょうか。
駒見：話が繋がらないかもしれませんが、私は連携が
失敗してもいいとは思ってはおりません。連携の形と
いうのは変わっていってもいいのではないか、変わる
ことが失敗ではないし、こう決めたらその通りに進め
なければならないというのはしんどいことなのかなと
思っています。
宮内：小さな館と小さな館はうまくいくという話があ
りましたが、本音の部分でお話しますと、私どものよ
うに小さな館が、大きな館で貴重な資料を展示してい
るのを見ると連携には腰が引けてしまいます。
司会：ありがとうございます。腰が引けないためにも
こういった機会に人との繋がりが出来ればと思います。
　菅根さんにお聞きしたいのですが、事前にお話しを
お聞きした時に、何か連携しようと話を持ちかけられ
ても大学では協力できることはあまりない、という話
をお聞きしました。個人的な繋がりがあり、また館で
収蔵しているものがあっても、求めてるものが違うと
うまくいかないと思います。先ほどの菅根さんのコメ
ントに、大学にもっと千葉のことを教えられる教員が
欲しい、というがありましたが、大学と博物館が、定
期的に人の交流が作れればいいのではないかなと思っ
たのですがいかがでしょうか？
菅根：大学側の問題になりますね。千葉県博物館協会
の方々は千葉のことをよく理解していらっしゃる方が
多いですが、大学には千葉学のような講義はないです。
学生が地元の千葉県のことを知る機会がありません。
千葉が好きな学生に対して千葉のことを教えられない
のは歯痒いことです。できれば、千葉を知るとか、千
葉の歴史と経済とかの講座を組んでいきたいと思って
います。
　博物館への要望になりますが、博物館が大学に対し

会場風景
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て、こういうことが出来ます、こういう講座が出来ま
すとアプローチしていただききたいと思います。私は
以前に県立博物館に勤務しておりましたので、博物館
の方々と個人的な繋がりがあり、内容により、どなた
に協力を依頼すればいいか、ある程度は解りますが、
ほとんどの大学教員が地域の博物館との個人的な繋が
りはないわけです。個人の繋がりを築くのは難しいの
で、やはり組織と組織との関係を構築しなければなり
ません。まずは博物館側から大学へアプローチするの
が最良の方法で、長続きすると考えています。
司会：青栁さんのご意見のとおり、組織と組織との関
係にしていくには、ある程度マニュアル化していかな
ければならない部分もあると思います。役人というの
はマニュアルがないと動かないというか、大事にする
という癖がありますので、過去に大学とこういうこと
がありましたということが、記録に残って、行動を起
こしやすくなります。記録として残しておくことも大
事なことだと思いました。
　ここで皆様の方からも何かご意見・質問をお伺いい
たしたと思いますが、いかがでしょうか。
清藤：八千代市郷土博物館の清藤と申します。森田さ
んの話の中で、５０対５０の関係についてご意見がありま
したが、様々な力関係が働いて多少の揺れはあるだろ
うと思いますが、５０対５０を求めること自体がよく解り
ません。また、大きな館同士の連携が成立しづらいと
のご意見でしたが、事例があるのかもしれませんが、
連携の成否や継続性は必ずしも館の大きさの問題では
ないと思います。
　少し理論的なお話が多いようなので、具体的なこと
についてお話を移してはどうかと思います。
　博物館と大学が継続的に連携していくには、結びつ
く軸をはっきりさせないとうまくいかないと思います。
例えば青栁さんから八千代市郷土博物館との関係につ
いて評価をいただきましたが、報告にありました伝統
衣装の着装体験についても１０年以上続いています。お
互いを理解しあい、博物館から見ても市民の方々のた
めになるということを認識できれば、継続していける
と思います。大学と博物館の関係で一般的なのは博物
館実習です。これは極めて短期的・一時的なものです
が、実習期間内だけでなく、近くの大学であれば、博
物館に学生が来て、何かを博物館で学んでいくことも
可能だろうと思います。また、大学と博物館の共同研
究についてですが、実情として博物館に共同研究にさ

ける時間が少ない。大学から見れば役不足の相手かも
しれませんが、地域のことを一番知っているのは博物
館の人間であり、地域の情報を総合的に持っているの
は博物館であるわけで、共同研究とまでいかないまで
も地域に関することで連携していけるのかなと思いま
す。最後に、大学と博物館が持っている様々な資料・
情報を共有化し、相互に利用しあうことは可能でしょ
うし、大事なことだと思っています。何かしっかりし
た軸があれば長期的な連携は可能であると考えます。
司会：最後におっしゃった、博物館と大学の資料・情
報の共有化というのは、青栁さんもおっしゃった事例
のことですよね。他に何かご意見・質問ありますで
しょうか。
高梨：県立中央博物館の高梨と申します。博物館が地
域に出来ることを端的にいえば、研究成果を地域に還
元することだと思います。地域と協働・共生を目指す
という点で必要なのは、学芸員のコミュニケーション
能力だと思います。今日の事例報告を興味深く聞かさ
せていただきました。そこで質問ですが、県立美術館
で大学の先生が学生を連れてきてワークショップを
行っている事例を知っているのですが、駒見さんの報
告にあったようなアウトリーチを行っている大学があ
るのを正直知りませんでした。そういう取り組みを行
おうと思ったきっかけをお教え願えないでしょうか。
司会：駒見さんお願いいたします。
駒見：大学博物館の特色を出したいと思ったのが一番
のきっかけです。大学の博物館と一般の博物館の一番
違うところは学生がいるということです。研究を行う
ことも一つの仕事ですが、学生に対する教育力を発揮
するのも大学博物館の大きな役割です。それが他の博
物館とは違うところです。学生に博物館を通して何か
を学んでもらうにはどうしたらよいかと考えて出した
答えが、アウトリーチでした。報告した内容は学生の
教育として行ったことですが、これは公立の博物館も

高梨氏
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出来ることではないかと思います。学生をたくさん連
れて行ってのアウトリーチは公立博物館にとってもメ
リットになるのではないでしょうか。ただ、学生を連
れていくだけなく、事前研修プログラムなどを用意し
て頂き、少し育ててもらいたいと思いますが、博物館
のメリットになりますし、大学にとっても学生が社会
実践する場となりメリットがあるのではないでしょう
か。
司会：５０対５０の関係ということでしょうか。
駒見：相互にメリットがあるということです。
司会：ありがとうございます。他にご質問ありますで
しょうか。ないようですので、私から宮内さんに質問
させて頂きたいのですが。私、現代産業科学館におり
ました時、企業の方と向き合って館の事業や展示を一
緒になって改善していく相談をする機会があったので
すが、どうしても企業におんぶにだっこの部分があり
ました。企業にとって博物館と連携していくメリット
はあるのでしょうか。あるとしたら、どのようなこと
があると思われますか、お聞きしたいのですが。
宮内：資料の貸借です。資料をお借りできないと展示
にも困ってしまう。
司会：お話は企業博物館としてのご意見としても受け
止められるのですが、米屋さんという企業から見て、
地域の博物館と連携していくのにどういったメリット
があるのかなと思いましてお聞きしてみたのですが。
宮内：博物館とともに企画展を行うなどでしょうか。
例えば何か一緒に事業を行う場合、資料の管理の問題
などについて、博物館との認識の隔たりが大きい気が
します。
森田：少しいいでしょうか。今、現代産業科学館の話
が出ましたので、発言させていただきます。現代産業
科学館は開館２０年になります。当初は企業側からの技
術や資料の一方的な提供だったと聞いています。その
うち、経済状況という理由もあるのでしょうが、企業
側から資料や技術を提供するのであるから少しは企業
のことを宣伝していただけないかという要望が出てき
ました。その当時は公共施設内で企業の宣伝のような
ことは出来ないというのが千葉県の考え方でした。そ
の後、県でも企業広告が出せるようになり、博物館で
も企業に宣伝などが出来ます、と持ちかけられること
が可能になったのですが、その頃には企業の多くは広
告に経費をまわす余裕があまりなくなっていた、とい
うことがありました。制度整備が非常に遅れ、公立博

物館だから出来ないことが足かせになって地域と繋が
りを希薄にしてきた面がありました。バブル経済崩壊
後、国も地方も地域と連携しなさいと言ってきていま
すが、制度整備が追いついていないので動きづらい。
地域や企業と連携するためにも公立博物館は自ら制度
改革に目をそむけず、積極的に国などに働きかけを行
わないといけないと思っています。
司会：今のご意見をお聞きして質問ありますでしょう
か。
　国立歴史民俗博物館の新さんご意見お願いできます
でしょうか。新さんのご所属はまさに博物館と大学が
一緒になったところですので、ご意見をお聞きしたい
のですが。
新：私は比較的大きな館が多いですが、大きな館も小
さな館も経験して、現在国立歴史民俗博物館におりま
す。連携という言葉はあまり好きではないので使いた
くないのですが、歴博では大学と一緒にいろんなこと
をやっています。千葉大学とは共同研究を行っており、
去年から東邦大学とも共同研究を行っております。ご
存知のとおり東邦大学は理系の大学なもので、県立中
央博物館や国立科学博物館で、学校教諭取得を目指す
学生に様々な学習をしてきた事例がありました。理系
の学生なので、将来は理科系の教員になるだろうが、
学校に勤めた時に当然社会科・歴史系のことも知って
おく必要があるだろうから、歴博を使って何か学習が
出来ないか、という話が私のところに来て、出向いて
話を聞き、学生が歴博に来て、歴博の資料を使って活
動をするということを去年から行っています。歴博の
場合はそういうこともやり易いのかもしれませんが、
先ほどの森田さんの話のとおり、規模が大きくなると
職員間の意思疎通がうまくいっているのかとか、職員
が高い意欲を持ち続けられるのかという問題が出て来
て、それができるかどうかに成否がかかってくると思
います。小さい館でそれがなぜ出来るかというとエリ
アが小さいことが挙げられると思います。歴博の場合、
グローバルに相手をしていかなければならないという
難しさはあると思います。
　博物館・美術館が地域に出来ること、というテーマ
はとてもいいと思うのですが、地域の人たちが何を期
待しているかを当然把握していかなければならないし、
それが基準になると思います。さらに発展させていく
と、地域の人たちがいかに博物館・美術館を使うこと
ができるか考えないといけないと思います。博物館・



－４０－

美術館が地域に何を出来るかだけを考えていくと一方
通行の話になってしまいます。相手が何を考え、何を
期待しているのかを、さらにはその人たちがいかに博
物館・美術館を使う能力を身に付けていくかというと
ころまでいかないと、一緒になって何かをやるという
ことはいつまで経っても出来ないのではないでしょう
か。
司会：新さん貴重なご意見ありがとうございました。
新さんのご意見に少し補足させていただきたいと思い
ます。去年、調査研究委員会で地域の方々がどういう
要望を持っているのかの把握に努めました。ただいき
なり、不特定多数の地域の方を対象にするのは無理が
ありますので、ある程度のまとまりに絞って博物館が
どのように思われているのかということを議論してい
ただきました。個人単位ではなく、ある程度のまとま
りを持った集まりを単位に捉えていくと、大学・企業・
NPOという形でのテーマ設定になってしまいました。
これを集約していけば、最終的には地域全体が博物館
に何を期待しているのか、そして、博物館はどれだけ
地域の要望に応えられているのかを議論出来ると思い
ました。ご指摘ありがとうございます。
　こちらのアプローチの問題もありますが、言い足り
ない方もいらっしゃるでしょうから、今までの意見を
聞いて、いかがでしょうか。
　森田さん言い足りない面もあったのではないでしょ
うか。
森田：今日は言いづらかったのですが、私、日本の博
物館学や学芸員資格制度についてはかなり問題がある
と思っています。法的にもしっかり改革して外国並み
の専門職員を養成していかなければならないと思って
いまして、青栁さん、駒見さんの報告をお聞きしてい
て、その部分が引っ掛かってしまいました。うまく表
現出来ないのですが、個々の大学の活動がとても素晴
らしいと思うのが事実で、青栁さん・駒見さんと連携
することは確実にメリットがあると思いました。それ
を形は変わってもいいのですが、続けていく、バトン
を渡していくことをやって初めて、国が求めている地
域間協働の高揚、館種を越えた連携が本当に実現して
いくのかなと思っています。答えはないのですが、
個々の成功した事例を絶やさずにやっていくと同時に、
制度的にも整えていくには博物館界全体でのサポート
がどうしても必要ではないかという気がします。
司会：話が変わってしまって申し訳ありませんが、私

個人の感想として、駒見さんの報告をお聞きして、ア
ウトリーチ活動そのものがミュージアムと感じました。
博物館との連携というとどうしても表現が固くなりま
す。施設やキャプションを持たなくても、資料をいく
つか持っていき、伝える人がいるとそれがミュージア
ムという活動になるのだと、博物館の活動そのものを
広めていく役割がすごくあるのだと感じました。自分
でも収集がつかなくなってきたのですが、博物館とい
う枠に囚われすぎてしまっているのかなと思いました。
人を中心にして考えていけば、もっといろんなことが
出来るのではないかなという風に思えてきました。
駒見：アウトリーチとして出かけて行くことは、アン
ケートなどを見ると確実に博物館リテラシーの一歩に
なっていく。それが博物館に来てくれるきっかけにな
ると思うのです。小・中・高校生は割と博物館に来ま
すが、学校から無理やり連れてこられている感じが多
いのだと思うのですが、出かけて行って博物館の楽し
さを知らせる、どこの館でもやっていることだと思い
ます。アウトリーチを行う目的をしっかり博物館リテ
ラシーを養うことだと決めておけばいいのではと思い
ます。一回だけの出前講座では出来ないですけど、少
しでも興味持ってもらうことは可能だと思います。大
学生にアンケートをとるとよく解るのですが、博物館
はやっぱり敷居が高いのです。体験型が増えてはいま
すが、堅苦しいイメージがあります。学生の捉え方で
は博物館と科学館は違います。また、博物館と美術館
も違います。特にあまりイメージが良くないというの
はよろしくないかもしれませんが、歴史系の博物館で
す。博物館・美術館に対しては敷居が高いのです。堅
苦しいところ、暗いところ、つまらなそうなところな
ので、外に出て行って伝えることが大事なのではない
か、と思います。発達支援の学校にも博物館に来てほ
しいと思って、発達支援の学校にも行くのですが、子
どもたちは中々博物館に来ることができない。そして
親も博物館に連れて行きたがらないと先生方から聞き
ます。そうすれば、少しでも博物館のことを知っても
らうためにこちらから出かけていくことが価値のある
ことではないかな、と思っています。
司会：やはり博物館は敷居が高いのですね。そうなら
ないように心がけているつもりですが、敷居が高いこ
とは認めなければなりません。
　他に何かご意見ありますでしょうか。以前、青栁さ
んとの連携を「MUSEUMちば第４０・４１号」に書かれ
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た県立中央博物館大利根分館の佐藤さんがいらっしゃ
いますのでご意見をお聞きしたいのですが。
佐藤：今日は本当に色々なお立場からお話を伺えて参
考になりました。自分は学校の教員から学芸員の道に
入った人間ですので、発想が、大人にも子どもにも楽
しく、また行きたくなる博物館するにはどうしたらい
いかというところから始まっています。最初に学芸員
になった時、館長から何か講座を作ってみないかと言
われた時に出会ったのが青栁さんです。仕事は人なり
という言葉好きなのですが、やはり熱意のある学芸員
がいて、博物館は非常に盛り上がると駒見さんもお
しゃっていましたが、プラス背中を押していただく上
司がいないと中々実現いたしません。私は非常に館長
に恵まれたなという風に思います。
　そして、仲間の方々が準備に協力していただいたり
したことが、私が異動した後も年間計画に載るように
なっているのは、館の皆さんの後押しがなければ実現
しなかったなということはすごく思います。
　楽しい、また行きたくなる、敷居がいい意味でとれ
てしまうような講座や展示の実現には連携、外部の機
関との協力、人との出会い、そういったものがキー
ワードになっていくのではないか、と思います。

司会：ありがとうございます。お時間の方もあります
ので、まとめに入らせていただきたいと思います。
　本日は３人の報告者の方、２人のコメンテーターの
方にご意見をいただきながら、お集まりいただいた皆
さんと博物館・美術館が地域に出来ることについて議
論してきたのですが、やはり大事なのは人の繋がりだ
と感じました。
　人の繋がりを作るためにも情報発信が大切あること、
それから職員自信のコミュニケーションの大切さ改め
て感じました。やはりユーザー目線といいますか、一

般の利用者の方・企業・大学がどうゆう目線を持って
いるのか、どういうことを感じておられるのか。そう
いったことを感じ取るアンテナが高くないと、いくら
コミュニケーション能力があってもそれが出来ない訳
ですから、我々博物館職員というのはもっともっとア
ンテナを高く持って色々なことにアプローチしていか
なければならないのだなと改めて感じました。まずは
動くことが大事で、動いているうちに人との繋がりが
出来、それが組織と組織の関係に結びつくにつながる
のではないか。それが５０対５０の関係ではなくても、そ
こから段々いい関係が築き、継続していくことが大切
なことだと思います。また、その努力を続けていかな
ければならないということでしょうか。
　本日の研究報告会は、これにてまとめさせていただ
きたいと思います。最後に松戸市立博物館長　調査研
究委員会の望月理事より閉会の挨拶をお願いいたしま
す。
望月：本日は博物館・美術館が地域にできること－協
働・共生を目指して－という大変重いテーマについて、
半日という短い時間の中で貴重な報告をいただいた東
京成徳大学の青栁先生、和洋女子大学の駒見先生、成
田羊羹資料館の宮内さん、またコメンテーターの千葉
経済大学菅根先生、千葉県立現代産業科学館の森田課
長たいへんありがとうございました。また司会の大役
を受けられた千葉県立関宿城博物館の尾﨑さん、ご苦
労様でした。さらに本日の会場を提供いただきました
八千代市立郷土博物館清藤館長以下スタッフの方々、
ありがとうございました。本日の報告会について、た
いへん感じ取ることがあったことと思います。
　私は松戸市立博物館に勤めておりますが、松戸市に
は大学では聖徳大学・千葉大学園芸学部、企業で言い
ますとマツモトキヨシの本社がございます。こういっ
た地域的特色がありますが、それらを生かした活動が
出来ているかというと、全く出来ておりません。これ
からの課題ということになります。皆さん博物館・美
術館の今後の活動に役立てていただければ幸いと思い
ます。本日は長時間にわたりまして、ありがとうござ
いました。

佐藤氏
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千葉県博物館協会会員加盟館園一覧（平成２６年２月末現在）

ＦＡＸＴＥＬ住　　　　　　　所〒館　　　　園　　　　名№

０４‐７１８５‐０６３９０４‐７１８５‐２２１２我孫子市高野山２３４‐３２７０‐１１４５我孫子市鳥の博物館１

０４７０‐８６‐３７０８０４７０‐８６‐３７０８いすみ市弥正９３‐１２９８‐０１２４いすみ市郷土資料館２

０４７‐３７４‐２５８８０４７‐３７４‐７６８７市川市真間５‐１‐１８２７２‐０８２６市川市芳澤ガーデンギャラリー３

０４３６‐９８‐１５２１０４３６‐９８‐１５２５市原市不入７５‐１２９０‐０５５４市原湖畔美術館（市原市水と彫刻の丘）４

０４３‐２７７‐９００００４３‐２７７‐９０００千葉市美浜区高浜７‐２‐２２６１‐０００３稲毛民間航空記念館５

０４７９‐２４‐０４４９０４７９‐２４‐０４５１銚子市犬吠埼９５７５‐１２８８‐００１２犬吠埼マリンパーク６

０４７８‐５４‐３６４９０４７８‐５４‐１１１８香取市佐原イ１７２２‐１２８７‐０００３伊能忠敬記念館７

０４７６‐９９‐２２２３０４７６‐９９‐０００２印西市岩戸１７４２２７０‐１６１６印西市立印旛歴史民俗資料館８

０４７‐３０５‐７７４４０４７‐３０５‐４３００浦安市猫実１‐２‐７２７９‐０００４浦安市郷土博物館９

０４７９‐６８‐４９３３０４７９‐６８‐４９３３旭市長部３４５‐２２８９‐０５０２大原幽学記念館１０

０４７０‐６８‐４３１１０４７０‐６８‐４３１１夷隅郡御宿町久保２２００２９９‐５１０２御宿町歴史民俗資料館１１

０４７０‐４４‐４４３９０４７０‐４４‐２６１１南房総市千倉町川戸５５０２９５‐００１４海岸美術館１２

０４７５‐４４‐２１０１０４７５‐４４‐２１０１長生郡睦沢町上市場６６７‐３２９９‐４４０３風の資料館「航風館」１３

０４７０‐７６‐４１２９０４７０‐７６‐３０３８勝浦市貝掛３９１２９９‐５２７２かつうら民俗資料館１４

０４７８‐５７‐３２１４０４７８‐５７‐３２１１香取市香取１６９７２８７‐００１７香取神宮宝物館１５

０４３９‐６９‐８４４４０４３９‐６９‐８１１１富津市金谷２１４６‐１２９９‐１８６１金谷美術館１６

０４３９‐３７‐２３５２０４３９‐３７‐２３５１君津市鹿野山３２４‐１２９２‐１１５５鹿野山神野寺宝物拝観所１７

０４７‐４４３‐４５０２０４７‐４４５‐１０３０鎌ヶ谷市中央１‐８‐３１２７３‐０１２４鎌ヶ谷市郷土資料館１８

０４‐７０９３‐３０８４０４‐７０９３‐４８０３鴨川市東町１４６４‐１８２９６‐００４１鴨川シーワールド１９

０４‐７０９３‐１１０１０４‐７０９３‐３８００鴨川市横渚１４０１‐６２９６‐０００１鴨川市郷土資料館２０

０４３８‐２３‐２２３００４３８‐２３‐００１１木更津市太田２‐１６‐２２９２‐００４４木更津市郷土博物館金のすず２１

０４３９‐２７‐３４５２０４３９‐２７‐３４７８君津市久留里字内山２９２‐０４２２君津市立久留里城址資料館２２

０４７９‐７８‐０５６００４７９‐７８‐０５５７山武郡芝山町岩山１１１‐３２８９‐１６０８航空科学博物館２３

０４７５‐４４‐２００６０４７５‐４４‐２００６長生郡睦沢町上市場２４１６‐５２９９‐４４０３国際上総埴生美術館２４

０４３‐４８６‐４２０９０４３‐４８６‐０１２３佐倉市城内町１１７２８５‐８５０７国立歴史民俗博物館２５

０４３‐４８５‐９８９２０４３‐４８５‐７８５１佐倉市新町２１０２８５‐００２３佐倉市立美術館２６

０４７９‐５５‐２１１００４７９‐５５‐２９１８旭市蛇園字出清水２５１６２８９‐２６１２佐藤佐太郎記念福富雷童記念江畑美術館２７

０４７５‐８２‐２８４２０４７５‐８２‐２８４２山武市殿台３４３‐２２８９‐１３２４山武市歴史民俗資料館２８

０４７９‐７７‐２９６９０４７９‐７７‐１８２８山武郡芝山町芝山４３８‐１２８９‐１６１９芝山町立芝山古墳・はにわ博物館２９

０４７５‐５５‐３２６５０４７５‐５３‐２５６２東金市求名１２８３‐８５５５城西国際大学水田美術館３０

０４７０‐３８‐４５５１０４７０‐３８‐４５５１南房総市白浜町白浜６２８‐１２９５‐０１０２白浜海洋美術館３１

０４７‐３７３‐２２０５０４７‐３７３‐２２０２市川市堀之内２‐２６‐１２７２‐０８３７市立市川考古博物館３２

０４７‐３３９‐１２１００４７‐３３９‐０４７７市川市大町２８４２７２‐０８０１市立市川自然博物館３３

０４７‐３７３‐６３５２０４７‐３７３‐６３５１市川市堀之内２‐２７‐１２７２‐０８３７市立市川歴史博物館３４

０４７‐４９２‐８０３００４７‐４９２‐１１２４白井市復１１４８‐８２７０‐１４２２白井市郷土資料館３５

０４７６‐２７‐３１３５０４７６‐２７‐３１３１成田市宗吾１‐５５８２８６‐０００４宗吾霊宝殿・宗吾御一代記館３６

０４３８‐６３‐３６９３０４３８‐６３‐０８１１袖ヶ浦市下新田１１３３２９９‐０２５５袖ヶ浦市郷土博物館３７

０４７０‐２３‐５２１３０４７０‐２３‐５２１２館山市館山３５１‐２２９４‐００３６館山市立博物館３８

０４３‐２５４‐６６０００４３‐２５３‐９１１１千葉市稲毛区轟町３‐５９‐５２６３‐００２１千葉経済大学地域経済博物館３９

０４７０‐４６‐８１８２０４７０‐４６‐８１８１南房総市大井６８６２９９‐２５０７千葉県酪農のさと４０

０４７‐３７９‐２２２１０４７‐３７９‐２０００市川市鬼高１‐１‐３２７２‐００１５千葉県立現代産業科学館４１
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ＦＡＸＴＥＬ住　　　　　　　所〒館　　　　園　　　　名№

０４‐７１９６‐３７３７０４‐７１９６‐１４００野田市関宿三軒家１４３‐４２７０‐０２０１千葉県立関宿城博物館４２

０４３‐２６６‐２４８１０４３‐２６５‐３１１１千葉市中央区青葉町９５５‐２２６０‐８６８２千葉県立中央博物館４３

０４３‐２４１‐７８８００４３‐２４２‐８３１１千葉市中央区中央港１‐１０‐１２６０‐００２４千葉県立美術館４４

０４７６‐９５‐３３３００４７６‐９５‐３３３３印旛郡栄町竜角寺１０２８２７０‐１５０６千葉県立房総のむら４５

０４３‐３０８‐０５２００４３‐３０８‐０５１１千葉市中央区中央４‐５‐１２６０‐００１３千葉市科学館４６

０４３‐２２１‐２３１６０４３‐２２１‐２３１１千葉市中央区中央３‐１０‐８２６０‐８７３３千葉市美術館４７

０４３‐２３１‐４９８６０４３‐２３１‐０１２９千葉市若葉区桜木８‐３３‐１２６４‐００２８千葉市立加曽利貝塚博物館４８

０４３‐２２５‐７１０６０４３‐２２２‐８２３１千葉市中央区亥鼻１‐６‐１２６０‐０８５６千葉市立郷土博物館４９

０４７５‐４６‐１１９４０４７５‐４６‐１１９４長生郡長南町長南２１２７‐１２９７‐０１２１長南町郷土資料館５０

０４３‐４９８‐２１３９０４３‐４９８‐２１３１佐倉市坂戸６３１２８５‐８５０５ＤＩＣ川村記念美術館５１

０４‐７１５９‐９９９８０４‐７１５９‐３４３４流山市加１‐１２２５‐６２７０‐０１７６流山市立博物館５２

０４７６‐２３‐２２１８０４７６‐２４‐０７７４成田市成田６４０２８６‐００２３成田山書道美術館５３

０４７６‐２２‐０２４２０４７６‐２２‐０２３４成田市土屋２３８２８６‐００２１成田山霊光館５４

０４７６‐３５‐０４４２０４７６‐３５‐０４４２成田市三里塚御料１‐３４２８６‐０１１６成田市三里塚御料牧場記念館５５

０４７６‐９６‐００８００４７６‐９６‐００８０成田市高岡１５００２８９‐０１０８成田市下総歴史民俗資料館５６

０４７６‐２２‐１６６１０４７６‐２２‐２２６６成田市上町５００２８６‐００３２成田羊羹資料館５７

０４‐７１２４‐６８６６０４‐７１２４‐６８５１野田市野田３７０２７８‐００３７野田市郷土博物館５８

０４‐７１２２‐２１１７０４‐７１２２‐２１１６野田市野田６１１２７８‐００３７野田市立中央小学校教育史料館５９

０４７０‐５５‐１５８５０４７０‐５５‐４０６１安房郡鋸南町吉浜５１６２９９‐１９０８菱川師宣記念館６０

０４‐７１７３‐３９８８０４‐７１７３‐３０２３柏市光ヶ丘２‐１‐１２２７‐８６５４廣池千九郎記念館６１

　０４７６‐９２‐１２５８印旛郡富里市久能５８３２８６‐０２０３藤崎牧士史料館６２

０４７‐４５７‐７５８４０４７‐４５７‐６６６１船橋市金堀町５２５２７４‐００５４ふなばしアンデルセン公園子ども美術館６３

０４７‐４６７‐１３９９０４７‐４６５‐９６８０船橋市薬円台４‐２５‐１９２７４‐００７７船橋市郷土資料館６４

０４７‐４３５‐７４５００４７‐４９５‐１３２５船橋市海神４‐２７‐２２７３‐００２１船橋市飛ノ台史跡公園博物館６５

０４７‐４７６‐２７２００４７‐４７３‐１２１０船橋市前原東１‐１‐１２７４‐０８２４平成美術館６６

０４７５‐３５‐２００１０４７５‐３５‐２００１長生郡長柄町大庭１７２２９７‐０２２２房總浮世繒美術館６７

０４７０‐８７‐８８０６０４７０‐８７‐８８８６いすみ市岬町中原１‐２２９９‐４５０２麻雀博物館６８

０４７‐３８４‐８１９４０４７‐３８４‐８１８１松戸市千駄堀６７１２７０‐２２５２松戸市立博物館６９

０４７９‐７３‐６７１６０４７９‐７９‐００９１匝瑳市松山６３０２８９‐２１５２松山庭園美術館７０

０４７５‐４４‐０２１３０４７５‐４４‐０２９０長生郡睦沢町上之郷１６５４‐１２９９‐４４１３睦沢町立歴史民俗資料館７１

０４７６‐９８‐３１５６０４７６‐９８‐３１５１印西市吉高２４６５２７０‐１６０３METAL ART MUSEUM HIKARINOTANI７２

０４７５‐２６‐２１３２０４７５‐２６‐２１３１茂原市高師１３４５‐１２９７‐００２９茂原市立美術館・郷土資料館７３

０４３‐４４３‐１７２６０４３‐４４３‐１７２６八街市八街ほ８００‐３２８９‐１１１５八街市郷土資料館７４

０４７‐４８２‐９０４１０４７‐４８４‐９０１１八千代市村上１１７０‐２２７６‐００２８八千代市立郷土博物館７５

０４７８‐８３‐１０９２０４７８‐８３‐１０８９香取市小見川５８１２８９‐０３１３夢紫美術館７６

０４７‐３３４‐８８０８０４７‐３３４‐３６７５船橋市本中山１‐６‐１０２７３‐００３５吉澤野球博物館７７

０４７９‐７７‐１３９３０４７９‐７７‐０００４山武郡芝山町芝山２９８２８９‐１６１９歴史の里　芝山ミューゼアム７８

０４７‐３７１‐２４９４０４７‐３７１‐２４９４市川市国府台２‐３‐１２７２‐０８２７和洋女子大学文化資料館７９

　０４５７‐５４‐０５４３東金市福俵４７０２８３‐０８１２近藤　　正８０

０４３‐２６６‐２４８１０４３‐２６５‐３１１１千葉市中央区青葉町９５５‐２２６０‐８６８２千葉県博物館協会事務局
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